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４ 組織 
（1） 組織図 （令和３年３月31日現在） 

地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター 理事長 鳥羽研二 監事 

センター長（理事）許 俊鋭 

 
原田和昌 
荒木 厚 
時村文秋 

 

─内科総括部長  総括部長 荒木副院長兼務 
──総合内科（内科）  

部  長 岩切 理歌(地域包括ケア) 
専門医長 大川 庭熙(在宅医療連携) 

──膠原病・リウマチ科  部 長 久保かなえ 
──腎臓内科  部  長 武井 卓 

専門部長 板橋血液透析科部長兼務 
──糖尿病・代謝・内分泌内科 専門部長 千葉 優子 田村 嘉章 

 医 長 豊島 堅志 

   

 

──循環器内科  部  長 藤本  肇 
専門部長 武田 和大 石川 讓治 
専門部長 坪光救急診療部長兼務 
医 長 石山 泰三 青山 里恵 

 専門医長 村田 哲平  小川 雅史 
──呼吸器内科  部  長 山本  寛 

専門部長 山田 浩和 
──消化器・内視鏡内科  部  長 上垣佐登子 

専門医長 松川 美保 
──脳神経内科  部  長 岩田 淳 

専門部長 仁科 裕史 
医 長 東原 真奈 井原 涼子 

──脳卒中科  部  長 金丸 和富 
──血液内科  部 長 宮腰重三郎 

専門部長 小林輸血・細胞療法科部長兼務 
 医 長 小倉 和外 齋藤 輔 

──感染症内科   医 長 小金丸 博 
──精神科  部 長 古田  光
──緩和ケア内科  部 長 齊藤 英一 

高齢診療科 部 長  岩切総合内科部長兼務 
専門医長 大川総合内科専門医長兼務 

─外科総括部長  総括部長 時村副院長兼務 
──外科  部  長 金澤 伸郎 中里 徹矢 

専門部長 吉田 孝司 
 医 長 三井 秀雄 
専門医長 本多 五奉 

──血管外科 医 長 赤木 大輔 
──心臓血管外科  部 長 河田 光弘 

医 長 伊達 数馬 
  専門医長 眞野 暁子 
──脳神経外科  部  長 松岡 浩司 

専門部長 上野 俊昭（脳血管内治療担当） 
 医 長 高梨 成彦 

──呼吸器外科  部 長 安樂 真樹 
──整形・脊椎外科  部  長 宮崎  剛 

医 長 濱路 博 早川 謙太郎 
──皮膚科  部 長 種井 良二 
──泌尿器科  部  長 粕谷  豊
──眼科  部  長 沼賀 二郎 

 医 長 池上 靖子 
専門医長 寺田裕紀子 

──耳鼻咽喉科   医 長 高橋 正時 
──歯科口腔外科  部  長 平野 浩彦 

  医 長 齊藤 美香 
──救急診療部  部  長 坪光 雄介 

 医 長 三井外科医長兼務 
脳卒中Ａ担当部長 仁科神経内科専門部長兼務 
専門部長 田村内分泌内科専門部長兼務 加藤リハビリ科専門部長兼務 

──麻酔科  部  長 小松 郷子 
  専門部長 内田 博 

医 長 縄田 端木 
──リハビリテーション科 部  長 金丸 晶子 

専門部長 加藤 貴行 
 技師長 太田  隆 

──放射線診療科  
──放射線診断科  部  長 德丸 阿耶 

専門部長 下地 啓五 今林 悦子 
 医 長 亀山 征史 高田 晃一 
 技師長 海野  泰 

――放射線治療科 部 長 角 美奈子 
──化学療法科  部  長 宮本  鋼
──臨床検査科  部 長 増田  義重 

専門部長 新井病理診断科部長兼務 
 技師長 佐藤 芳雄

──輸血・細胞療法科 部 長 小林 寿美子 
──病理診断科  部  長 新井 冨生 

専門部長 井下 尚子 
──薬剤科  科 長 森  淑子 
──栄養科  科 長 羽根田 千恵 
──血液透析科  部 長 板橋 美津世 
──臨床工学科  部 長 時村副院長兼務 
──認知症支援推進センター センター長 井藤認知症未来社会創造センター副センター長兼務 

副センター長  古田精神科部長兼務 
──認知症疾患医療センター センター長 古田精神科部長兼務 

 副センター長 井藤認知症未来社会創造センター副センター長兼務 
──高齢者バイオリソースセンター 部  長 齊藤老年病理学研究チーム研究部長兼務 
──高齢者健康推進ｾﾝﾀｰ 部  長 原田副院長兼務 

専門部長 大渕福祉と生活ケア研究チーム研究部長兼務 
──がん相談支援センター 副センター長  太田看護部長兼務 

─看護部 部  長 太田 日出 
副看護部長 荒木 芳枝 服部 俊夫 富田 千里 加納江利子 

経営企画局長（理事） 

事務部 部長 越阪部 剛 

────経営企画課 課長 髙橋 大輔 
医療情報室 室長 高梨脳神経外科医長兼務 

副室長 海野放射線診療科技師長兼務 
副室長 平岡医療情報戦略課長兼務 

──医療情報戦略課 課長 平岡 謙一 

――総務課    課長 岩城 登 

──医療サービス推進課 課長 後上 順子 
 医事専門課長 細野 百合子 

副院長――――― 
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（２）各種学会認定状況
日本内科学会認定教育施設（教育病院） 

日本老年医学会認定施設 

日本消化器病学会認定医制度認定施設 

日本消化器内視鏡学会認定専門医制度指導施設 

日本神経学会認定教育施設 

日本循環器学会認定循環器専門医研修施設 

日本呼吸器学会認定医制度認定施設 

日本血液学会認定血液研修施設 

日本糖尿病学会認定教育施設 

日本超音波医学会認定超音波専門医研修施設 

日本外科学会外科専門医制度修練施設 

日本整形外科学会専門医研修施設 

日本眼科学会専門医制度研修施設 

日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設 

日本泌尿器科学会専門医教育施設 

日本皮膚科学会認定専門医研修施設 

日本麻酔科学会認定研修施設 

日本リウマチ学会教育施設 

日本医学放射線学会放射線科専門医修練機関 

日本リハビリテーション医学会研修施設 

日本病理学会研修認定施設 

日本臨床細胞学会教育研修施設 

日本高血圧学会専門医認定研修施設 

日本認知症学会専門医教育施設 

日本総合病院精神医学会一般病院連携精神医学専門医研修施設 

日本心血管インターベンション治療学会研修施設 

日本消化器外科学会専門医修練施設 

日本気管食道科学会専門医研修施設 

日本臨床検査医学会認定研修施設 

日本がん治療認定医機構認定研修施設 

日本栄養療法推進協議会NST稼働施設認定 

日本内分泌学会内分泌代謝科認定教育施設 

日本老年精神医学会専門医制度認定施設 

日本老年歯科医学会認定研修歯科診療施設 

日本感染症学会認定研修施設 

日本透析医学会専門医制度教育関連施設 

日本静脈経腸栄養学会NST稼働認定施設 

日本腎臓学会専門医制度研修施設 

日本手外科学会研修施設 

日本脳卒中学会専門医制度研修教育病院 

三学会構成心臓血管外科専門医認定機構基幹施設 

腹部ステントグラフト実施施設 

日本精神神経学会精神科専門医研修施設 

下肢静脈瘤に対する血管内レーザー焼灼術実施施設 

日本脳神経外科学会専門医研修プログラム研修施設 

日本脳神経外科学会専門医研修プログラム関連施設 

胸部ステンドグラフト実施施設 

日本核医学会専門医教育病院 

日本脈管学会認定研修指定施設 

日本眼科学会専門医制度眼科研修プログラム施行施設 

日本緩和医療学会認定研修施設 

日本アレルギー学会アレルギー専門医教育研修施設 

日本臨床細胞学会施設 

呼吸器外科専門医関連施設 

日本病態栄養学会認定病態栄養専門医研修認定施設 

日本内科学会認定医教育病院 

経カテーテル的大動脈弁置換術実施施設（TAVI） 

日本核医学会 PET撮像施設 

日本呼吸器内視鏡学会認定施設 

非血縁者間骨髄採取認定施設 

非血縁者間末梢幹細胞採取認定施設 

補助人工心臓治療関連学会協議会IMPELLA実施施設 

NCD参加施設 

日本動脈硬化学会専門医制度教育病院 

日本肝臓学会関連施設 

日本脳卒中学会一時脳卒中センター 

認定臨床実習指導施設 

日本胆道学会認定指導医制度指導施設 

日本臨床生理学会認定施設 

（３）各種学会施設認定に伴う指導医等一覧 （令和３年３月31日現在） 

学会名 指導医等名（卒業年次） 

日 本 内 科 学 会 

鳥羽 研二 （Ｓ53） 村山 繁雄 （Ｓ54） 金丸 和富 （Ｓ58） 

荒木  厚 （Ｓ58） 宮腰重三郎 （Ｓ59） 原田 和昌 （Ｓ60） 

小林寿美子 （Ｓ61） 岩切 理歌 （Ｈ１） 加藤 貴行 （Ｈ２） 

武田 和大 （Ｈ２） 宮本  鋼 （Ｈ３） 仁科 裕史 （Ｈ３） 

山田 浩和 （Ｈ４） 上垣佐登子 （Ｈ５） 坪光 雄介 （Ｈ５） 

岩田 淳 （Ｈ５） 石川 讓治 （Ｈ６） 武井  卓 （Ｈ７） 

千葉 優子 （Ｈ７） 久保かなえ （Ｈ７） 板橋美津世 （Ｈ８） 

田村 嘉章 （Ｈ８） 藤本  肇 （Ｈ８） 石山 泰三 （Ｈ８） 

眞野 暁子 （Ｈ８） 山本  寛 （Ｈ９） 西村  誠 （Ｈ９） 

小倉 和外 （Ｈ10） 東原 真奈 （Ｈ13） 小金丸 博 （Ｈ13） 

小川 雅史 （Ｈ13） 井原 涼子 （Ｈ14） 豊島 堅志 （Ｈ16） 

青山 里恵 （Ｈ17） 村田 哲平 （Ｈ17） 大庭 和人 （Ｈ18） 

鳥羽 梓弓 （Ｈ18） 松川 美保 （Ｈ18） 波多野 敬子 （Ｈ19） 

片岡 愛 （Ｈ20） 大川 庭熙 （Ｈ21） 石橋 昌幸 （Ｈ21） 

松川 美穂 （Ｈ21） 小寺 玲美 （Ｈ22） 佐塚まなみ （Ｈ23） 

野木森智江美 （Ｈ23） 中山 智博 （Ｈ25） 山中 法子 （Ｈ27） 

羽鳥 清華 （Ｈ27） 舘鼻 彩 （Ｈ27） 

日 本 老 年 医 学 会 

鳥羽 研二 （Ｓ53） 荒木  厚 （Ｓ58） 宮腰重三郎 （Ｓ59） 

原田 和昌 （Ｓ60） 岩切 理歌 （Ｈ１） 宮本  鋼 （Ｈ３） 

石川 讓治 （Ｈ６） 千葉 優子 （Ｈ７） 田村 嘉章 （Ｈ８） 

藤本  肇 （Ｈ８） 山本  寛 （Ｈ９） 豊島 堅志 （Ｈ16） 

青山 里恵 （Ｈ17） 鳥羽 梓弓 （Ｈ18） 片岡 愛 （Ｈ20） 

小寺 玲美 （Ｈ22） 齊藤 陽子 （Ｈ24） 

日 本 消 化 器 病 学 会 
金澤 伸郎 （Ｈ１） 上垣佐登子 （Ｈ５） 松川 美保 （Ｈ18） 

小西 治子 （Ｈ18） 本多 五奉 （Ｈ21） 
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学会名 指導医等名（卒業年次） 

日 本 脈 管 学 会 村田 哲平 （Ｈ17） 瀬尾 明彦 （Ｈ21）   

日 本 ア レ ル ギ ー 学 会 山田 浩和 （Ｈ４）     

日 本 口 腔 外 科 学 会 渡邊 裕 （Ｈ６） 森 美由紀 （Ｈ18）   
日 本 大 腸 肛 門 病 学 会 金澤 伸郎 （Ｈ１）     
日 本 肝 臓 学 会 上垣佐登子 （Ｈ５） 小西 治子 （Ｈ18）   

日 本 医 師 会 産 業 医 

増田 義重 （Ｓ58） 宮腰重三郎 （Ｓ59） 山田 浩和 （Ｈ４） 

田村 嘉章 （Ｈ８） 赤木 大輔 （Ｈ10） 小金丸 博 （Ｈ13） 

金子 雅子 （Ｈ16） 小西 治子 （Ｈ18） 片岡  愛 （Ｈ20） 

小松 俊介 （Ｈ20） 大森 佑貴 （Ｈ22） 野木森智江美 （Ｈ23） 

日 本 病 態 栄 養 学 会 荒木  厚 （Ｓ58）     

日 本 臨 床 腫 瘍 学 会 宮腰重三郎 （Ｓ59）     
日 本 胸 部 外 科 学 会 許  俊鋭 （Ｓ49）     
日 本 呼 吸 器 内 視 鏡 学 会 山本  寛 （Ｈ９） 石橋 昌幸 （Ｈ21）   

日 本 顎 咬 合 学 会 齊藤 美香 （Ｈ７）     

 

８ 事務局 

経営企画局事務部 

 （ア）経営企画課 

経営企画課は、理事長のトップマネジメントを補佐する役割を担い、課内はもとより総務課、医
療サービス推進課及び医療情報戦略課と情報を共有し綿密に意思疎通を図りながら、センター第三
期中期計画及び年度計画の達成に向け、病院及び研究所の円滑な業務運営をサポートした。また、
第三期中期計画の４年目となる令和３年度計画を策定するとともに、センターが抱える諸課題の解
決に向けて果断に取り組んだ。 

 

① 経営改善に向けた取組 

 センター経営の改善・効率化を図るため、経営戦略会議及び病院運営会議等の各種会議におい
て、センターの収支、実績等の報告及び分析を行い、課題点と改善策の検討を行った。検討にあ
たり、より実効性ある経営改善につなげるため、各診療科の診療実績の検証や課題の把握、改善
に向け、各診療部門からのヒアリングなどを実施した。さらに、令和３年度予算の策定にあたっ
ては、予算要求部署へのヒアリングを行い、既存業務の見直しを図るなど、一層の経費の削減に
努めた。 

 

② 経営状況の把握と効率的な会計処理方法の検討 

 適時の経営判断に資するため、長期的な資金計画の策定や更新、月次決算などの充実を図り、
財務内容の分析をきめ細かく行った。また、法人が抱えるリスクを洗い出し、適法性、合理性及
び効率性の観点から適切な内部監査を実施したほか、会計監査人及び監事監査の指摘や意見につ
いて適切に対応した。 

 

（イ）医療情報戦略課 

医療情報システム等に蓄積されている情報やDPCデータを用い、経営指標数値の抽出及び傾向分
析を行った。 

診療科別の原価計算を実施し、科別の費用配分により収支状況を可視化した。 

医療情報システムを始めとするシステムの安定稼働のサポートやコロナ禍におけるシステムの活
用を拡充した。 

 

① 原価計算による収支分析 

診療科別の原価計算を実施するとともに、各科の収支課題の可視化を図った。 

 

② 医療の質評価とDPCデータの公表 

今年度も全国自治体病院協議会による「医療の質の評価・公表等推進事業」に引き続き参加し、デ
ータ提供を行った。また、DPCデータを使用した「病院情報の公表」や、医療実績のホームページ掲
載を継続し、センターにおける診療実績の発信に努めた。 
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╟╡⁸ ─ ─ ≤⇔≡─ ╙ ⌡≡™╢⁹ 

כ◦ⱴכ□ⱳꜞⱨה  
2018 10 ⁸ ─ ⌐ ⇔√⁹ ─↓≤≢ ╩ ⅎ≡™╢ ∆⅞≡ ⅜ ⁸ ╖ ⇔⅜

ↄ⌂∫√⁸ ⅜ ↄ≡ ╘⌂™⌂≥ ╩ ≤⇔⁸ ╛ ─ ⌐≈™≡ ⇔⁸ ⌐ ∂≡
╛ ─ ╩ ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡™╢⁹ 

◖꜡♫ ≢№╡⁸ ⌐╟╢ ─ꜞ☻◒ ≤⁸ ⅜ ≢ ⇔√↓≤⅛╠⁸ ╕≢│
≤⇔√⁹ ⇔√⅜⁸ ⅜ ⌐ ╪∞↓≤⅛╠⁸ ─ │10

≢№∫√⁹⇔⅛⇔⁸ ─ ⌐⅔↑╢ │ ╟╡ ⇔√⁹ 

Ẽ ─
ה    

357 243 ─ ╩ ⁹ ⅛╠─ ⁸ ⅛╠─ ⁸ ⅛╠─
─ ─ ⌐№√∫√⁹ 

─ ─ ⌐│⁸ ⌐ ⌐ ⇔⁸COVID-19 ─ ╩ ∫√⁹ 

Ẽ
ה ╛ ⌂≥─ ⁹ 
ה ⁸ ⁸ ⌂≥─ ⁹ 
ה ─ ⌂≥⁹ 
COVID-19ה ─ ⁹ 
ה ─꜠☻Ɽ▬♩ ⁹ 

Ẽ ◔▪
⅜ ⇔√ ⁸ ⅛╠ ⁸ ⌐ ↑≡ ╩ ≤⇔√ ╩ ∫≡™╢⁹

│614 623 ⁹ ֕70% ─ │85.7% 87.1% ⁸ (
֕40%)│46.3%≢№∫√⁹ 
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♅ⱴ►ꜞה  
  ⅛⌂ⅎ 

  

₄ ₅ ⅛⌂ⅎ 

ה   

Ẽ ─

 / ⁸ 

≤⇔≡ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸  

⌐ ™⁸ │ ⇔√⅜⁸ ─ ⇔√ ─ ╛ ╩ ╘⌂⅜╠⁸

─ ╩ ⇔√⁹ ─ ≤⇔≡ ꜞ►ⱴ♅⁸ꜞ►ⱴ♅ ⁸

RS3PE ⅜ ™⅜⁸ ⌂≥ ╙ ⌐№╡⁸ ◄ꜞ♥ⱴ♩כ▼◦⁸☻♦כ◓

꜠fi ⁸ ⌂≥─ ⁸ ╛ ANCA ╩ ╗ ⌂≥

⌂ ╩ ⇔≡ ∫√⁹ 

Ẽ ─

⅔╟┘ COVID-19 ─√╘⁸ ⌐⅔™≡ ⌐ ∂≡ ⇔√⁹ ╕≢─╟℮⌂

─ ↑ ╣│≢⅝⌂ↄ⌂╡⁸ ⌐ ⇔√ ⌐≈™≡╙ ≢ ⇔≡™√∞

™√⅜⁸ ⌐ ╩ ∆╢ ─ ╩ ∫√⁹ ─ COVID-19 כ♃☻ꜝ◒ ≤ ─

COVID-19 ─√╘⁸⇔┌╠ↄ ╩ ∑↨╢╩ ⌂™ ⅜№╡⁸ ⅔╟┘ ⅜

⌂ ⌐≈™≡│⁸ ≢ ╩ ≤⇔≡─ ╕√│ ≢─ ╩ ⇔√⁹ 

≤ ◌fiⱨ□꜠fi☻≤ꜝ►fi♪╩ ™⁸ ─ ╩ ⇔⌂⅜╠ ╩ ℮↓≤╩ ↑√⁹ 

ה   

│ ꜞ►ⱴ♅ ─ ≢№╢⁹ │ ꜞ►ⱴ♅ ⁸ ⁸ ≤

⇔≡ ─ ⁸ ─ ─ ⁸ ⌐ ⇔⁸ ─ ≤ ⅔╟┘

─ ╩ ∫√⁹ 

≢ ╩⇔√ ⌐⅔™≡⁸ │ 2020 ≢⁸ │ 2020 ꜞ

►ⱴ♅ ≢⁸∕╣∙╣ ≤ ╩ ⇔√⁹ ≢│ ≤ ─

╩ ⇔√⁹ ⌐ ─ ⅜ ≢ ╩ ∫√⁹ ─ ⅜⁸ ╩

2020 ꜞ►ⱴ♅ ≢ ⇔√⁹ 
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ה  
ה     

  
₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅ ⁸ 
₄ ₅ ⁸ ⁸ ( - )⁸ ( ) 
₄ ₅ - ﬞ fiꜛ◦כ♥כ꜡  
₄ ₅ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸    ⅜ ⌐ √∫√⁹ 

ה   
 

 │ ⁸ ⌐ ─ ╩ ⌐ ╩ ∫≡™╢⁹ ה ⌐╙ ╩ ╣⁸ ╩
™≡™╢⁹ ═ 8,049 -330 ⁸ │135 ( -25 )≢№∫√⁹ 

☿fi♃כ 17 │⁸ ╩ ⅔╟┘ ─ ה ─ ≢ꜟכ◒ ⇔≡™╢⁹ │HD⁸
ECUM⁸OHDF⁸○ⱨꜝ▬fiHDF≢№∫√⁹↕╠⌐ ╩ ⇔⁸ ╩ ⇔√⁹╕√ ─

╩ ⇔ⱨ♇♩◔▪ ⁸ⱨ꜠▬ꜟה ╩ ⇔√⁹ 29 ╟╡ ╡ ╣√◄ꜟ◗ⱷכ♃⌂
≥╩ ⇔≡─ ╙ ⌐ ⇔√⁹ 

 
 ⌐⅔™≡│⁸◒ꜞ♬◌ꜟⱤ☻╩ ⇔√Ⱡⱨ꜡כ♀ ╛ANCA ⌐ ∆╢ꜞ♠◐◦ⱴⱩ

⅔╟┘ ╩ ⌐ ∫√⁹╕√ ⁸ ⁸ ⌂
≥╩ ∫≡™╢⁹ │ ─ ⌐ ⇔≡╙ ⇔⁸ ─╖⌐≤≥╕╠∏⁸ ≤

╕≢ ⇔≡ ∫≡™╢⁹ ⌐ ⇔≡│ ╙ ╟╡ ≤⇔⁸
⅜ ≤⌂∫√⁹ │ ◖꜡♫ ⌐╟╢ ⌐╟╡ 23 ⅜ ⅛╠17 ⌐ ≤

⌂∫√⁹⇔⅛⇔ ═ 7,011 ≤ ⌐ ═+1,366 ≢№∫√⁹╕√ │19.6 ≢№∫√⁹ 
☿fi♃כ 

☿fi♃כ≢─ │HD⁸ECUM⁸OHDF⁸○ⱨꜝ▬fiHDF⁸CHDF⁸ ⁸ ┘ ≤⇔≡
ה ─√╘─ꜞfiⱤ ≢№╢⁹ │57 +22 ⁸

│ ≢№∫√⁹ ⌐╟╢ │196 ≢№∫√⁹ 

ה   
│ ⁸ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ 
─ ╩ ⇔≡™╢ ⌐ ⁸ ⌐

⁸ ⌐ ⁹ 
≢│ ◌fiⱨ□꜠fi☻╩ ⁸ ◌fiⱨ□ꜝfi☻╩ ⁸ ◌fiⱨ□꜠fi☻╩ ⁸CPC◌

fiⱨ□꜠fi☻╩ / ⁸ ☻♃♇ⱨ ─ ☿Ⱶ♫כ│ ∫√⁹╕√ ה ─ ↑
╣╩ ∫√⁹ 

 │ ≤⇔≡ ⌂≥ ⌐
⇔√⁹ 
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ה ה  
ה    

  

ה ה │⁸ ≤◦♬▪꜠☺♦fi♩ ≢ ⇔√⁹ 

₄ ה ₅   

₄ ₅ ⁸  

₄ ₅  

₄ ₅ ⁸ ⁸  

₄◦♬▪꜠☺♦fi♩₅ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸  

₄ ₅ ⁸ ⁸ №™⁸  

ה   

Ẽ ─

│ 64.8 67.2 ⁸ │ 15,750 16,124 ≤ ⇔√⅜⁸COVID-

19 ─ ─ ⌐╟╢ │ ⌂⅛∫√⁹ ╙ 274 ≤ ─ 283 ≤ ═≡

⌐≤≥╕∫√⁹ⱨ♇♩◔▪ │ ═ 393 ≤⌂∫≡™╢⅜⁸ ⁸↕╠⌐ ╩ ╛∆↓≤≢

⇔≡™╢⁹ 

⌐ כ♃♬⸗ CGM ╛ FGM ╩ ∆╢ CGM ╩ ∫≡™╢⁹╕√⁸ ≢╙

≢▬fi☻ꜞfiⱳfiⱪ ⁸SAP ╩ ⇔∏≈ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ≢ ─ ─ GLP-1

╛ ▬fi☻ꜞfi≤ GLP-1 ─ ╩ ∆╢ ⅜ ⅎ≡™╢⁹ ─ ⅜ ↄ⌂

∫√↓≤⌐╟╡⁸ ╩ ≈ ╩ ╘√ ─ ⅜╕∆╕∆ ≤⌂∫≡⅝≡™╢⁹ 

Ẽ ─

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⌂≥─ ─ ⁸ ↄ─ ╩ ⇔√⁹COVID-

19 ─ ⌐№╡⌂⅜╠⁸ ⁸ ⁸╕√│ ╩ ⅎ√ ⌐╟╢ ⌐

╟╡⁸ ↄ─ ╩ ↑ ╣╢↓≤⅜≢⅝√⁹╕√⁸COVID-19 │ ⅜ ™↓≤╙№╡⁸ ≢

─ ╩ ⌐ ╩ ⌐ ↑ ╣⁸ ⇔≡ↄ╣√↓≤╙ ∆═⅝↓≤≢№╢⁹ 

│ COVID-19 ⌐ ∆╢√╘⌐⁸ ⅜ ↕╣⁸ ╟╡ ⇔⁸ ⌐ 41

36 ≤⌂∫√⁹ 250 ≤ 406 ╩ ╦∑√ 656 ╩ ↑ ╣⁸

╟╡ 24.4 ⇔√⁹ ╟╡╙ ─ ⅜ ⇔√↓≤⅜ ≤ ⅎ╠╣╢⁹

╖─ │ 14.4 ≤ ≤ 1.1 ⇔√⁹ │ 65.1%≢№╡⁸ ─ ⅜ ⅝™⁹ 

│ ⁸ ⁸ ⁸ ⱶכ♅─≤⌂ ⌐╟╢ ≤ ╩ ∫≡™╢⁹ ─

⌐╟╢ │ ─ ⌐ ╦╣≡™╢⁹ ─ ⌐╟╢ ◌fiⱨ□꜠fi☻⌂≥⌐

╟╡ ─ ⌐≢⅝√╟℮⌐ ╦╣╢⁹ 

 ╕√⁸ ⅔╟┘ ⌐ ⇔≡⁸ⱨ꜠▬ꜟ ╩ ⇔⁸ ╛ⱨ꜠▬ꜟ─ ╩ ╘√  

CGA ╩ ∫≡™╢⁹CGA ─ ⌐ ≠™≡ ─ ╩ ⇔√ ─ ╛

─▬fi☻ꜞfi ─ ⌂≥╩ ∫≡™╢⁹╕√⁸ ⁸ ⁸ME ─☻♃♇ⱨ⌂≥─ ─⅔⅛→≢

⌐╟╢ ─ ╙ ⌐ ╦╣≡™╢⁹ 

ה   

ה ה │ ─ 30 ╟╡ ◌fiⱨ□꜠fi☻╩ ™⁸ ─ ─

⌂ ≤꜠☺♦fi♩ ╩ ∫≡™╢⁹ ─ 30 ╟╡ ─ ╕√│ ADA ─
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₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅ ⁸  
₄ ₅ ⁸ ⁸ ⁸  
₄ ₅ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸  
₄ ₅ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸  
₄ ₅ ⁸ ⁸  

 │⁸ ≢ ⁸ ה ≤─ ≢ ╩ ⇔≡™╢⁹ ╟╡
ה ▬fi♃כⱬfi◦ꜛfi ⁸ ≤™℮

╩ ↑⁸ ≢│ CCUⱠ♇♩꞉כ◒/ ◒כⱠ♇♩꞉כⱤכ☻ ⌐ ⇔≡™╢⁹
꜠☺♦fi♩≤⇔≡ ⁸ ⅔╟┘ ⅜ ⇔√⁹ ⅔╟┘
⅜ ⅛╠ ⇔√⁹ 

ה   
    

 21,929 19,052 -2877 86.9% 
 1,207 999 -208 82.8% 

 93.6 90.9 -2.7 97.1% 
 13.2 13.5 +0.3 102.3% 

 869 834 -35 96.0% 
 31702 27980 -3722 88.3% 

 │ CCU Ⱡ♇♩꞉⁸◒כ ─◒כⱠ♇♩꞉כⱤכ☻ ≤⇔≡ ─ ─

╩ ∫≡™╢⁹ ─ ◒כⱠ♇♩꞉כⱤכ☻ ↑ ╣│ 19 ⁸CCU Ⱡ♇♩꞉כ◒─ ↑ ╣

│ 29 ≢№∫√⁹ ≢│⁸ ─ ─ ≢│ ה ⅜ ╩ ╘╢─⌐

⇔⁸ ≢│ ╩ ⌐ ↑ ╣≡™╢─⅜ ≢№╢⁹DPC ⌐♃כ♦ ≠ↄ ⌐╟╢

─ │⁸65 ─ ⅜ 88.9 ≤ ╩ ╘⁸75 ─ ⅜ 68.9 ≢№∫√⁹ 

⌂ ה │⁸ ◌♥ 533 ⁸ 244 ♃כ꜠Ⱪ♃כ꜡⁸ 11 ⁸ELCA(◄꜠

◐◦ⱴ꜠26 (כ◙כ ⌐ ∆╢ ꜟ♥כ♥◌ PTSMA :

EVT : ⱣꜟכfiⱤfiⱧfi◓ IABP  14 ⁸▬fiⱭꜝ ⁸ PCPS ה

ECMO 12 ꜟ♥כ♥◌ . │ 28 ≢№∫√⁹ ⌂╠┘⌐

⌐≈™≡│⁸Ɑכ☻ⱷכ◌כ 52 ⁸ 26 ⁸ 78 ⁸ ⅎ ╖ ⁸

⁸ ⁸ Ɑכ◦fi◓ №╡ ⁸ ⌂⇔ ⁸ ⁸◌

fiꜛ◦כ꜠Ⱪ▪ꜟ♥כ♥ 33 ⁸ 24 ╩ ╗ fiꜛ◦כ꜠Ⱪ▪ꜟ♥כ♥◌⁸

36 ⁸ ─╖─ │ ─ ≢№∫√⁹ כ◖◄  6136 ⁸

כ◖◄  249 ⁸ ≢№∫√⁹24 ⸗♬♃ꜞfi◓ 286 ⁸ⱱ

כ♃ꜟ 768 ≢№∫√⁹ 

ה   
 15 ╟╡CCU≢ ◌fiⱨ□╩ ™⁸ fiⱨ□⁸◌הꜟ◌♬ꜞ◒⌐ ⁸
⌐ ⁸ ⌐ ≤─ ◌fiⱨ□⁸◌♥כ♥ꜟ ◌fiⱨ□⁸ ⌐ כ◖◄ ◌fiⱨ□╩
™≡™╢⁹╕√ ─≤⅔╡ ה ≢─ ╩ ∫√⁹ 
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₄ ₅  ₄ ₅  
₄ ₅ ╕⌂╖⁸ ⁸  
₄ ₅ ⁸ ⁸ ⁸  
 
ה   
Ẽ ─  

21 ⁹ ╩ ╗ │ 323 Ộ91 ≢⁸ 215 ⁸ 108 ⁹ ─
│79 22-101 ⁸ ⅜48.0% Ộ0.3% ⁹ │27 №╡ ⁹ ─ │13.5
( -117 )⁸ │18.6 Ộ2.3 ⁸ │71.0%≢№∫√⁹ ─ ─═

│ ─ ╡ ⌂╙──╖ ∆ ⁹ 
 165 
─ ™ 43 

COPD 131 
 104 

 15 
 53 

ה ה  116 
COVID-19 14 

  
 14 

 20 
 17 

 57 
 11 

Ẽ ─  
─ │157 ỏ ≤ ≤ ≢№∫√⅜⁸ ◖꜡♫►▬ꜟ☻

─ ⌐ ™⁸ │8,920 Ộ1,093 ≤ ⌐ ⇔√⁹ ⌐ ∆╢ ─
╙ ≤⌂╡⁸ ⅜ ₁⌐ ⇔≡™╢⁹ 

Ẽ ה  
─  

 137 
 TBLB/TBB 39 

 EBUS-GS 33 
 EBUS-TBNA 25 
 BAL  
 COVID-19 76 
   
Synapse Vincent⌐╟╢ ╩ ™√ ♫ⱦ◕כ◦ꜛfi⁸ ╩ ™≡ ⌐

╩ ⇔⁸EBUS-GS≢with-in╩ ⇔≡ ⁸↕╠⌐⁸ROSE rapid on-site evaluation ╩ ℮↓
≤≢ ⅜ ╕╡⁸ ☿fi♃כ─ ∆╢⁸ ⌐╙╛↕⇔™ ─ ™ ⅜ ⌐⌂∫√⁹╕√⁸
◖꜡♫►▬ꜟ☻ ─ ⌐╟╡⁸ ─ ⅜ ⅝ↄ ∟ ╗ ⅜ ™ ⁸◖꜡♫ כ♅
ⱶ⌐╟╢ ECMOה ≢─ ⅜76 ╩ ╘≡™√⁹ ≢│ ≤⌂╢

╩⁸ ≤─♃▬▪♇ⱪ≢ 11 ⌐ ≢ ∫√⁹↓╣╩ ╘⁸ ⌐ ─
⌐ ⇔ ╩ ∫≡™╢⁹ 

 
ה   

◌fiⱨ□ 16:30- 
⁸ ⁸ ⁸ ◌fiⱨ□ 16:30- 

◌fiⱨ□ 13:30- 
ừ  
ᵑ ─fiכ꜠♪ . 12 25  
ᵒ ╕⌂╖ . 15 . 
ᵓ . 17 . 
ừ⅔ ─◒ꜟ☼☻ 
ᵑ ⅛╠ ≈ . ⅔ ─◒ꜟ☼☻. . 
ừ ה  
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ה  
  

  
₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅  

│ ≢ ⅜ ⅎ⁸ ⁸ │ ≡ ─ ≢№╡⁸ ─ ╙ ╡≡ ≤⅛
╛ ⌐ ∆╢ ≢№╡⁸ ╛ ⁸ ─ ⌐ ⇔≡│⁸ ⇔⅝╣⌂

™ ⅜№∫√⁹ 

ה   
Ẽ ─

 12,391 -1,702  
│ ─ ⇔™ ≢⁸ ╩ ™ ∆╢ ╙№∫√⌐╙⅛⅛╦╠∏⁸ │ ⌂╙

─≢│⌂ↄ ⅎ╠╣√⁹ │ ⁸ ⁸ ⅜ ≤⌂╡⁸ ⌐ ⅜ ╩
⌐ ∆╢↓≤≤⌂∫√√╘⁸ ⌂ ⅜ ╘╢ ⅜№╢⁹ 

Ẽ ─
 14,812 -4,361  

כ♃☻ꜝ◒─♫꜡◖⁸ ⌐ ™⁸ ⌂ ≤⌂∫√─│╛╗╩ ⌂⅛∫√⁹ │ ─ ⅜
ↄ⌂╡⁸ ╘ ≢⅝╢ ⅜≢⅝╢√╘⁸↓∟╠╙ ⅜ ╘╢⁹ 

Ẽ ה
 74  

 174  
 48  

⁸◖꜡♫ ─ ╩ ↑≡│™√⅜⁸EUS-FNA,⁸ERCP⌐ ⇔≡│╗⇔╤ ⇔√⁹ ⌐⅔↑╢◖
꜡♫ ─ ⌐ ℮ ─ ⅜ ⇔≡™╢⅛╙⇔╣⌂™⁹◖꜡♫─ ≢⁸ ─ ™ │

≤⌂∫√↓≤⅛╠⁸ ─ ⅜ ╡ ⅜ ↕╣≠╠ↄ⌂∫≡⁸ ≤⇔≡⁸ESD ⅜ ∫
≡⇔╕∫√ ⅜ ™⁹ │ ↕╪⌐⅔↑╢ PCR╛ ─PPE─ ⌐ ™⁸ │

≤⌂∫≡™╢⁹ 

ה   
◌fiⱨ□꜠fi☻│ ≢⁸ ⅛↑≡⁸ ≤ ╛ ─ ⁸

─ ╩ ∫√⁹ 
╕√⁸ ⌐│⁸ ≤ ⁸ ─ ╩ ∫√⁹ 

│⁸ ╩ ⇔ ─ ─כ◖◄⁸╡√∫⌂↓⅔╩ ⌂ ╩⇔√╡≤⁸ ⌂
╠≢│─ ╩ ∫√⁹ 

ↄ─ ⅜Web ≤⌂∫√ ≢⁸ ─ │ ⌐ ⇔≡⇔╕∫√⁹ │ ⅜
≢№╡⁸ ⌐ ╩ ⇔√™⁹ 
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ה
  ⁸   

  

₄ ₅ ⁸  

₄ ₅  

₄ ₅ ⁸ (10 ╟╡) 

₄ ₅ ⁸ (10 ╟╡ ) 

₄ ₅ ⁸ ⁸ ⱶכ♅  

₄ ₅ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸≡╪⅛╪ ⁸

⁸ ⁸ כ◖◄ ╡ⅎ 

∕─ ⁸ - ─ ≢⁸ ─ │ ≢№╢⁹

⅛╠ ╕≢⁸ ™ ⌂ ⅜ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

ה   

 10 37 ⁹ ─ tPA │ SCU ≢ ⇔≡™╢⁹ ꜚ♬

♇♩ SCU │ ≤≤╙⌐ ⇔⁸24 ≢ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ꜞ Ɫⱦꜞ ≤─ ⌐

╟╡ ꜞⱢⱦꜞ⌐╙ ⌐ ╡ ╪≢™╢⁹ ≤⇔≡⁸ ╛ ⌐

∆╢ ╩ ∫≡™╢⁹ ─ │ 658 ⁸  251 ⁹ │ 928

≢№╢⁹ ≢│ ⌂≥ ⅜ ↄ 180 ⁸℮∟ tPA │ 11 ≢ ∫≡™╢⁹

≢│Ɽכ◐fi♁fi ⅔╟┘ ⅜ ↄ(Ɽכ◐fi♁fi  83 )⁸Ɽכ◐fi♁fi Ɽ☻ ╩ ↑≡™╢⁹

╕√⁸▪ꜟ♠Ɫ▬ⱴכ ⌂≥─ ⌐│ Ɽ☻╩ ↑≡™╢(▪ꜟ♠Ɫ▬ⱴכ ⌂≥

 19 )⁹ ╙ ─꜠☻Ɽ▬♩ ╩ (20 )⇔√⁹ Ⱪכꜙ♅ Ɽ☻╙

⇔√⁹ ה ⌐≈™≡│⁸ ה ─ ╩ ∫≡™╢⁹ ה ה

⌂≥─ ⌐╙ ⇔≡™╢⁹ ≢│⁸ fi◓◌fiⱨ□⁸♬כ⸗─ ⁸ ⌐ ╩

™⁸ ⌐│ ⌐ ─ Bed side teaching ╩ ™⁸ │ ─ ◌fiⱨ□≢ ⇔≡™

╢ ⁸ ⁹ 

 │ ≢№╡⁸ ⅛╠ ╕≢ ☻♃♇ⱨ⅔╟┘ (Ⱪ꜠▬fiⱣfi◒)⁸ ⁸

ⱶכ♅ ⁸ ◒ꜞ♬♇◒ ⁸ ⁸ ⁸ ⅜⁸ ה ╩

∫√⁹ │⁸ ⁸╕√⁸ ↑≡™╢ ⌐╙ ⌐≡ ∫

≡™╢⁹ ( )⁸ ( )⌐│Γ ╣ Δ╙ ⁹╕√⁸≡╪⅛╪ ( )⁸

( )╙ ⇔≡™╢⁹∕─ ⁸ ╩ ⌐Ⱳ♠ꜞ♯☻ ╩ ∫≡™╢ ⁹ │

ה ⅜ ⇔≡™╢⁹ 

 ⁸ ⁸ ⌂≥ ⁸ ה ⁸ ⁸

♪♇ⱪꜝכ ⁸ Ᵽ▬○ⱴכ◌כ tau⁸Aɗ42 ╩ ∫≡™╢⁹ ה │Ᵽ▬○

כ♃fi☿☻כ♁ꜞ ⁸☻כ♁ꜞ │Ᵽ▬○ⱴכ♁ꜞכ◌כ☻≤⇔≡ ╩ ⇔≡™╢( ⁸

 75)⁹ │ ⅜ ∫≡™╢⁹ 

 ≤⇔≡⁸CT ⅔╟┘ MRI ⅜ 24 ≢⁸ ⅜ ⇔≡™╢⁹ │⁸

⌐ ⇔ PET ╩ ⌐ ∫≡™╢ ה ⁹ 

 ─ ╩↔ ╟╡ ≡ Ⱪ꜠▬fiⱣfi◒⌐ ∆╢↓≤⌐ ⅎ⁸ ╩ ╢ ╙

∫≡⅔╡⁸ ה ה ⌐ ≠⅝⁸ ⌐ ⅛∆ ╩ Ⱪ꜠▬fiⱣfi◒הⱣ▬○Ᵽfi◒ⱪ꜡☺▼

◒♩≤⇔≡ ∫≡™╢ ⁹ 
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₄ ₅  
₄ ₅    
₄ ₅כ♃כⱠ▫♦כ◖   
₄  ₅  

╟╡ ꜠☺♦fi♩≤⇔≡ ⅜ ⇔√⁹ │ ⌐ ⌐ ∆╢ ╩ ∫
≡™╢⁹ │ 36 ⁸ ╡ ─90% ⅜ ≢№╡⁸↓─℮∟ ⅜

╩ ≤⇔√ ≤ ≢№∫√⁹ ╙ ─80 ⅜ ─
⅜ ╘≡™√⁹ │ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ⌐≡ ┼─ ⅜ ≢⅝∏⁸ │ ⇔

√⁹ 
 
ה   

₄ ₅ ═ │ ╟╡ ─ ⌐≡ ⇔√⁹ ≢─ ⅜ ↄ⁸☿◌fi♪
○Ⱨ♬○fi │⁸ ╟╡╙ ⇔√⅜ ☿◌fi♪○Ⱨ♬○fi21 13 ╩ ⅜ ╘√⁹
─ │ ─ ≢─ ≢№╢⁹ ⌂≥ ⁸ ≢─

─ ↑ ╣│ ≤™ⅎ∏⁸ ⅜ ↑ ≤⌂∫≡™╢ │ ≤ ╦╡│⌂⅛∫√⁹ 
₄ ₅ ⌐ ⇔⁸ ═ ⁸ │ ╟╡ ⇔√⅜⁸2018 25 ⁸2019 │ 26
≢№∫√ │22 ≢№∫√⁹ │ ╡≢№∫√⁹70 ─ │16 ≢⁸ ⌐

─ ╩ ⇔≡™√⁹ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ╛PCR │ ≢№∫√⁹ ─Ⱪ꜠כꜟ☻◒כ
⅜⌂™╟℮⌐ ─ ╩ ™⁸Ⱪ꜠כꜟ☻◒כ│ ╘⌂⅛∫√⁹ │11 ⌐36 ─

3000 /  14 ⁸ 2000 /  ─ 22ⱬ♇♪ ⁹ │
╩ ⇔⁸◖꜡♫ ╟╡ Ⱪ꜠כꜟ☻◒כ╩ ↓↕⌂™╟℮⌐⁸ ╩ ↕╣╢╕≢⁸
⌐≡ ⁸∕─ ┼≤ ╩∆╢◦☻♥ⱶ╩≤∫≡⅝√⁹↓╣│ ⅜ ⇔≡™╢◦☻♥ⱶ≢№

╢⁹↕╠⌐ ⌐│ ♅▼♇◒ ╩ ⇔≡™√ ⅜ ⅛↕╣≡™╢≤ ╦╣╢⁹ 
╕√⁸2017 ⌐ Ᵽfi◒ ⌐⌂╡⁸↕╠⌐2017 ─
≤⌂∫√⁹↓─↓≤⌐╟╡ ⌐╙ Ᵽfi◒⅛╠─ ╛ ⅜
≤⌂∫√⁹Ᵽfi◒♪♫כ⅛╠─ │ ⁸  ≢№∫√⁹ 

 ⌐╟╢ ─ ꜝfi◐fi◓≢│ ≢№∫√⁹ 
 
ה   

 ≤ ⌐ ╩ ↕∑╢√╘⁸ ╖ ╩ ⇔≡⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ╘≡™
╢⁹ ⌐ ╖ ⌐⅔™≡│⁸ ╩כ♃♬⸗ ⇔⁸ ⌐ ↄ─ ≤♦▫☻◌♇◦ꜛfi≢⅝╢╟℮
⌐ ╩⇔≡™╢⁹ ─ ⌐│◖ⱷ♦▫◌ꜟ─ ⅜ ≢№╢⁹↓─√╘ ─ ⁸

─ ⌂≥⁸↕╠⌐ ╩ ╘≡╙╠℮√╘ ⌐ ◌fiⱨ□ꜝfi☻╩ ⇔≡™╢⁹ ⁸
─ ₁╙ ⇔≡╙╠∫√⁹ ⌐≈™≡─◌fiⱨ□ꜝfi☻╩ ∫√⁹ ╙ ⇔⁸ ─

≤ ─ ╩ ↕∑√⁹ ╙ ⌐ ∫√⁹ 
≢│⁸ ⌐ ∆╢ ─ ⌐ ⇔≡⁸ ╩™⅛⌐

↕∑╢⅛⌐ ⇔⁸∕─ ╩ ≢ ⇔√⁹ │ ⌐№╡⁸ ☿fi♃70─≢כ ─
╙⁸70 ─ ≤ ⅜⌂ↄ⌂╡≈≈№╢⁹ 

 ─ │⁸ ≤ ≢№╢⁹ ⌐ ⇔≡ ≢│KIRⱵ☻ⱴ♇♅ ─ ╩
⇔≡™╢⁹HLA◒ꜝ☻I ─◄Ⱨ♩כⱪ│⁸NK כꜝ◐─ ◓꜡Ⱪꜞfi KIR ─ꜞ●fi♪≤⇔≡

⅝⁸∕─ ╩ ─♩Ⱨ◄fi◦꜠≥כ♫♪⁸╘√─⧵⁹╢™≡⇔ ─KIRꜞ●fi♪─ ╩NK ⅜
⇔⁸ ╩ ∆╢↓≤⅜ ↕╣≡™╢⁹ ≢─KIRⱵ☻ⱴ♇♅ ≢⁸
⅜ ∆╢ ⅜ ↕╣√( )⁹ 
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₄ ₅  
₄ ₅ ⁸  

ה   
Ẽ ─

≤⇔≡⁸ ╩ ⇔√⁹
≢│⁸ ⁸ ⌂≥─ ⁸ ⌂≥─ ⁸ ⌂≥─ ╩ ∫√⁹ 

꞉◒♅fi ☻◒♇Ᵽ⸗כꜙ♬ ⁸▬fiⱨꜟ◄fi◙꞉◒♅fi─ ╩ ∫√⁹ 

Ẽ ─
│⁸ 38 ╩ ⁸ ≤ ⌐ ⇔√⁹R │COVID-19─ ⌐╟╡⁸

─╒≤╪≥╩COVID-19⅜ ╘√⁹ ≤⇔≡COVID-19╩ ∆╢╒⅛⁸ ╕≢⁸∆═≡─
COVID-19 ─ ╩ ≤≤╙⌐⅔↓⌂∫√⁹ ≢ ⇔√COVID-19 │143 ≢№∫√⁹

─ ╩ ⌐ ⁸ ≤≤╙⌐⅔↓⌂∫√⁹ │11 ≢⁸∕─℮∟
│ECMO ╩⅔↓⌂∫√⁹COVID-19 │15 ℮∟ ∞∫√⁹ 

Ẽ ─ ╡ ╖
─ ╩ ≢ ╡ ╖⁸ ─ ╩ ∫√⁹

⌐ ⇔≡│⁸ ⌐ ╩ ⇔⁸ ─ ─ ≤⌂╢╟℮⌐ ╘√⁹╕√⁸
ⱶ⁸כ♅ ─ⱶכ♅ ≤⇔≡⁸ ─ ⁸ ─ ⁸

◖fi◘ꜟ♩ ⌐ ⇔≡ ╩ ∫√⁹ 
 COVID-19─ ⁸ ⁸ ⌐ ⇔≡⁸ ⌂ ≢ ╡ ╪∞⁹ ⁸ ─ ╩ ≡⁸

⌂PCR ⅜ ⅎ╢ ╩ ⅎ√⁹ ⌐ ∆╢PCR ╩ ℮√╘⌐ ☿fi♃כ⌐
╩ ⇔⁸ ⅛╠─PCR ⌐ ≢⅝╢╟℮⌐⇔√ ⁹ ⅛╠─
⌐ ∆╢√╘ ⌐ ╩ ⇔√⁹ 

  R ⌐⅛↑≡ ≢COVID-19─▪►♩Ⱪ꜠▬◒╩ ⇔⁸ ⌐№√∫√⁹ №╦∑≡
25 ⁸ 13 ⅜ ⇔⁸℮∟ ⅜ ⌂ ╩√≥∫√⁹ 

ה   
 2020/ / /31 
 2020/ /13 

 ─ ™  2020/ /  

 ─ ™  2020/ /17 
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₄ ₅  
₄ ₅ ⁸ ⁸  
₄◦♬▪꜠☺♦fi♩₅ ⁸  
₄ ₅ ⁸ ⁸  
₄ ₅ 
₄ ₅ ⁸ ⁸  
₄ ₅ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ╕≢  

2020 ⅜ ⇔⁸ ⁸ ⁸ ─ ≢ ⁹√⇔♩כ♃☻⅜ │
2021 ≢ ⇔√⁹◦♬▪꜠☺♦fi♩≤⇔≡│⁸2020 ⌐ ⁸ ⅜ ⇔⁸2021

≢ ⇔√⁹ ≤⇔≡ ⁸ ⁸ ⅜ ╩ ⇔√⁹ 
◦♬▪꜠☺♦fi♩ 2020 ◦♬▪꜠☺♦fi♩ ⁸10 11 ◦♬▪꜠☺♦

fi♩ ⅜ ╩ ∫√⁹ 
⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⅜

─ ╩ ≡⁸ ≢ ╩ ∫√⁹ 
2020 ⁸2020 ⅜∕╣∙╣ ⅛╠ ⇔√⁹2020 ⌐⁸

≢№∫√ ⅜ ⇔√⁹2021 ⁸ ⅜ ⇔√⁹ 

ה   
 

2020 ─ │ ╙ ╘ 300 107 ⁸ 193 ⁸ 78.5±9.2 31-96 ⁸
│ICD-10 F0 ╪∑ה ╩ ╗ 60.7%⁸F1 ꜟכ◖ꜟ▪

⌐╟╢ 0.7%⁸F2 ╩ ≤∆╢ 4.0%⁸F3 ℮≈ ⌂≥ 19.7%⁸F4
⁸ ⌂≥─ 10.3%⁸F5 ╛ 0.7%⁸F6הF7הF8 Ɽכ▫♥ꜞ♫♁כ

╛ 0.3%⁸G◖כ♪ ≡╪⅛╪⌂≥─ ─ 2.3%≢№∫√⁹ ⅛╠─ 57.3%⁸
⅜21.3%≢№∫√⁹ ─ │ 53.0%⁸ ─ ≢87.0%╩ ╘√⁹◖꜡♫

≤ ≢ │ ⇔√⁹ 
 

30 ─ ─ ≢⁸ 10 ─ ╩ ⇔√⁹2020 ☻ⱦכ◘
─ ╩ ≡ ⅛╠ ╩ ╘≡™√ ─ ╩ ⇔√⁹ ─

╩ ⇔√⁹2020 ─ │─═253 98 ⁸ 155 ⁸ 79.9±7.3 44-95 ⁸
─ICD-10 ⁸F0 71.1%⁸F1 1.2%⁸F2 5.5%⁸F3 20.9%⁸F4 1.2%≢№∫√⁹ │

34.1 ≢№∫√⁹ECT─ │ 281 ≢№∫√⁹2021 ─ כ♃☻ꜝ◒ ⌐ ⅛╠─ ⅜
⌐⌂∫√╡⁸ ╩☻♩♇ⱪ⇔√╡⁸ ה ⅛╠─ ┘ ⅜ ≤⌂∫√╡⁸⌂

≥─ ≢ ─ ⅜ ⅎ√╡⁸ ⅜ ∫√╡⇔√⁹ 
◖fi◘ꜟ♥כ◦ꜛfiꜞ◄♂fi 

Ẽ ◖fi◘ꜟ♥כ◦ꜛfiꜞ◄♂fi
2020 ⌐ ─№∫√ │ 282 138 ⁸ 144 ⁸ │78.8±

11.4 28-102 ≢№∫√⁹64 ─ ─ │9.6%≢№∫√⁹ │F0⅜60.6%≤
╩ ╘√⁹ 

Ẽ ꜞ◄♂fi♅כⱶ
⁸ ⅜ ⁸ ⁸ ⁸ ≢ ∆╢

ꜞ◄♂fi♅כⱶ⅜ ─ ≤ ─ ╩ ⇔√2020 │─═354 ⌐ ╩ ∫√⁹╕
√⁸COVID-19 ─∑╪ ⌐≈™≡ⱴ♬ꜙ▪ꜟ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸COVID-19≢ ⇔√ ─∑╪
ꜞ☻◒ ╩ ™ ≤ ⇔√⁹╕√⁸COVID-19ⱷfi♃ꜟⱫꜟ☻ ≤ ⇔⁸ⱷfi♃ꜟⱫꜟ☻─ ⅛╠
↑─ ╩ 13 ⇔√⁹ ◔▪ ╩◓fi♬כꜞ◒☻─╘√─ ☻♃♇ⱨ⅜ ⌐ ™
╩ ╛⇔√⁹ 

  ⱶכ♅▪◔
⅜ ⇔√⁹ 
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╙─ ╣  
   

  
 ╙─ ╣ ≢│ ⅝ ⅝ ה ה ─ ≢ ╩ ∫√⁹ ה ─
ה ─╒⅛⁸ ⁸ ≤ ⱶכ♅ ⁸

≤ ⱶכ♅ ⁸ ⅜╙─ ╣ ╩ ⁸
⅜╙─ ╣ ≢ ╩ ⇔√⁹ 

 
ה   

 ╙─ ╣ ≢│ ─ ╩ ⇔√⁹ ╗ │831 ⁸
80.7±7.2 41-99 ≢№∫√⁹ 263 , 79.7±7.8 568 , 81.2±6.9

⁹ │ 64.5%⁸ 9.9%⁸ 9.5%⁸ 9.3%≤ 4 ─ ≢93.1%╩
╘√⁹ ⅛╠─ │80.0%⁸ ⅛╠─ │5.3%≢№∫√⁹ │⁸ ╕√│
6.5%⁸ MCI 28.2%⁸▪ꜟ♠Ɫ▬ⱴכ 37.3%⁸ 5.4%⁸꜠ⱦכ

8.9%⁸ 1.1%⁸∕─ ─ 9.1%⁸ ─ 2.6%⁸ ─ 0.4%
≢№∫√⁹ 
 ⅝ ⅝ ╩☺כ▪ꜞ♩≢ ™⁸ ─ ™ │ ≢─ ╩ ∫√⁹◖꜡♫ ─
≢╙ ⅝ ⅝⁸ ⱶ⁸כ♅ ☿fi♃כꜞ♩►▪כ♅ ⁸ ⅔≤⇔╟╡

≤ ⇔√ ╩ ∫√⁹ ⅛╠─ ⌐╟╢ ╩ ⇔√⁹ 
 
 ∕─  

2021 ╙ ⅝ ⅝ ☿fi♃כ ─ ╩ ↑ ⇔√⁹◖꜡♫ ─ ≢⁸ ⁸
ה ◘ⱳכ♩ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩○fiꜝ▬fi ⇔√⁹ │ ☿fi♃כ─ ╩ ─↓≤⁹ 
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◔▪
   

  
   ⁸  

 ⁸  
  ⁸     

 ⁸  
  

ה   
◔▪  ◔▪ ╟╡  

  

 296 295 

 189 185 

 107 110 

 274 271 

 97 99 

 177 172 

 24 21 

 6068 6093 

 19.5 19.8 

 22 21 

 83.1% 83.2% 

COVID┼─ ╡ ╖≤⇔≡⁸☿fi♃כ≤⇔≡│ ─ ≢ ⇔⌂⅜╠╙ ◔▪─√╘⌐ PCR
╩ ™ ⅝⌂⅜╠ ╩ ≤⇔√⁹ ™⌐ ╩ ↕∑∏⌐ ⅜≢⅝√⁹ 

◔▪  
│COVID⌐╟╢ ─√╘ ⇔√⁹⇔⅛⇔⁸ │⁸⅜╪ ☿fi♃כ≤ ∑≡

∏⇔╙ ∞↑─ ⅝∞↑≢│⌂ↄ⁸ ─ ↔⇔ ╛ ─ ╩ ∆╢ ⅝╙ ╘≡™╢⁹↕╠⌐
⅛╠ ◔▪ ┼─ ╙ ⇔⁸ ⅛╠─ ◔▪ ⅜ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

⅛╠─ ╛ ≢ⱶכ♅▪◔ ⇔≡™╢ ⌐≈™≡│ ≢ ╩ ≈↓≤≢ ╕≢─ ∟
╛ ╕≢─ ╙ ⇔√⁹ 

▪ ◔▪  
  

 111 413 
⌐ ∫√  92 199 
 19 214 

β  ─╖   ┼  ∑∏ ⌂≥ 

▬  
  

⇔ ╖  9.1 12.9 
 3.5 

►  
79.5   73.7  
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ה    

  

─ │⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ─ 12 ≢№∫√⁹╕√ ⌂⅜╠ ╩ ⅎ╢ ⁸

≤ ⌐ ╩≤∫≡ ⌐№√∫√⁹ 

 

√⌐ ⇔√ ─ │ ⁸ ⁸

⁸ ה ⁸ ה ⁸ ⁸

10 ה ─ ≢№╢⁹ 

↕╣√ │ ה ⁸ ה

⁸12 ⁸ ⁸ ⁸

⁸ ⁸ ⁸ ≢

№∫√⁹ 

⌂⅔ ≢ ה ⅜ ⇔√⁹ 

ה   

│ ≢◖꜡♫ ⌐ ⇔√⁹ ≢│⁸ ╩ ⌐ ⁸ ≢ ♅

╩ⱶכ ⁸◄◒⸗ ╩ ╗ ╩ ∫√⁹◄◒⸗ ╩ ∫√ │ ⁸ ≢№∫√⁹

╕√⁸ ⅛╠─ ⌐ ∆═ↄ⁸ ⌐⅔↑╢ PCR ╩ ⁸

─ ─ ⌐⁸ ─ ╩ ≡ ∫√⁹ 

─ ∆╢ ⁸ ⅛╠│ ≢│ PCR ≤ CT ╩ ≢ ⁸ ⌂

╩ ↑√⁹ 

─ │ Covid-19 ─ ╙№╡⁸4199 ≤ 5163 ╟╡ 1000

⇔√⁹ 

│⁸ 1894 ╩ ⌐⁸ 437 ⁸ 351 ⁸ 300 ⁸ 292

⁸ (281 )⁸ 135 ⁸ 133 ⁸ 106 ⁸ 70 ⁸

36 ⁸ 32 ⁸ 10 ⁸ ─ ≢№∫√⁹ 

ↄ─ ≢ ⅜ ∆╢ ≢⁸ (18 )⁸ (11 )⁸ ( )⁸ ( )≢

│ ⅜ ⇔√⁹ 

ה   

│⁸ √⌐ 11 ─ ╩ ↑ ╣√⁹ ☿fi♃כ─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ⅜

≢№╢⅜⁸ ≢─ ╙ ∫√⁹ ⌐ ─ │ ⁸ ⁸

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ≢─ ╩ ∫√⁹ 

─ ≤⇔≡⁸ ⁸ ⌐☻כꜙ♬ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ ≢│ 10

⅜₈ ◖꜡♫ ⌐ ∆╢ ECMO ╩ ™√ ⌐≈™≡₉╩ ⇔√⁹ 

⌐ ∆╢ ≤⇔≡─ ╩ √╢╙─≤∆═ↄ⁸ ⅜ ₁ ⇔≡™╢─│™℮╕≢╙⌂

™⁹ ≢│ ⁸ ⌂ ⁸ ╩ ℮↓≤⌐╟╡⁸ ┼ ╩☻ⱦכ◘╢⅝≢ ⇔

√™╙─≤ ⅎ╢⁹∕─√╘⌐⁸ √⌂ ─ ⁸ ₁─ ╩ ™⌂⅜╠─ ⇔™ ─ ה ⌐ ╘

≡™⅝√™≤ ⅎ≡™╢⁹ 
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₄ ₅ ⁸  
₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅ ⁸ ⁸  

≤⇔≡│⁸ ⌐ ⁸ ⁸ ⅜ ⇔⁸ ⅛╠ ⁸
⁸ ≤⇔≡ ⅜ ↕╣√⁹╕√⁸ ⅛╠ ⅜ ﬞ

≤⇔≡ ↕╣⁸ ☿fi♃כ─ ∞∫√ ⅜⁸ ≤⇔≡ ﬞ ⇔√⁹ 

ה   
 │⁸ ⅛╠ ╕≢ ╩ ⌐ ⁸ ה ⌂≥ ↄ ⌐ √∫≡™
╢⁹ │ ⌐ ⌐ ∆╢√╘PEG ⁸ ┘☻♩ⱴ◔▪ה☻◐fi◔▪ ╩ ™⁸

ה ◔▪ ≤≤╙⌐ ⌐ ⅎ⁸ ─ ה ╩ ∫≡™╢⁹╕√⁸⅜╪ ⅛╠
─ ↑ ≤⇔≡ ╩⁸ ─ ⌐ ™⁸ ╩ ⇔≡™╢⁹ ☿
fi♃כ╙ ⇔⁸ ╩ ≢ ∆╢ ⅜ ╕╡ ⅜ ↕╣≡™╢⁹DPC⅜ ↕╣√↓≤╙
№╡⁸ ≢─ ⅜ ⌐№╢⁹ 
 ≢ ╙ ╘⁸24 ⁸365 ⁸ ≢─on call ╩ ∫≡⅔╡⁸ ╙ ╘√ ⌐

⇔≡™╢⁹ 
 ◖꜡♫ ─ ╙ ╡ ⇔™ ≢│№∫√⅜⁸ ╛☿Ⱶ♫כ┼─ ⁸↓╕╘⌂ ─

⌂≥⁸ ⌂ ┼─ ⅝⅛↑─ ╙№∫≡⅛⁸ ≤ ⇔≡⁸ ⁸ ≤╙ ≤
⌂∫√⁹ 
 ≤│™ⅎ⁸ ⅜ ≤⌂╡⁸ ™ ⅜ ╦╢↓≤⌐╟╡⁸ ≤⇔≡╙ ⇔√ ⅜
№╢⁹ 

─ ⅜ ⇔≡⅔╡⁸ ⅛╠─ ™ →─ ╙ ⅎ╠╣√⁹ 
╕√⁸ ╩ ≤∆╢ ─ ╙№╡⁸ ─ ╙ ⅎ⁸ ╙ ⇔√⁹ 
⇔⅛⇔⁸ ≢╖╢≤⁸ ⅜ ⇔≡⅔╡⁸ │ ⇔≡⇔╕∫√⁹ ─ ╙ ⇔

≡⅔╡⁸ ─ ⁸ ⅜ ─ ≤ ⅎ╢⁹ 
─ ה ┼─ ⁸ ⌐╙ ⌐ ⇔≡⅔╡⁸ ⅜№╣┌⁸ꜞfiⱤ ╛CV ⱳכ♩

╙ ╘√ ⌂≥│⁸ ⌐⅛⅛╦╠∏ ⌐ ⇔≡™╢⁹ ⌐ ╦╣╢ ⁸ ─√╘─
NST ⌐╙ ⌐ ⇔≡™╢⁹ ⅜╪ ≤⇔≡─ ≤⌂∫≡™╢ ⅜╪⁸ ⅜╪ 
⌐ ⇔≡│⁸ ─ ╙ ∫≡™╢⁹ √⌐│∂╕∫√ ⅜╪ ⌐╙⁸

ה ≤ ⇔≡ ╙ ⇔≡™╢⁹ 
≤─ ╙ ⌐ ∫≡⅔╡⁸ ה ה ≤─◐ꜗfi◘כⱲכ♪ CPC ⁸

◔▪ ╪⅜ה ⁸⅜╪ ≤ ≢⁸⅜╪ ⌐ ∆╢◌►fi☿ꜞ
fi◓╩ ∫≡™╢⁹ 

ה   
 ◌fiⱨ□ꜝfi☻│ ⁸ ⌐ ™⁸ ─ ⌐ ╘╢≤≤╙⌐⁸◌fiⱨ□ꜝfi☻⌐╟╡

─ ╩ ∫≡™╢⁹ ⁸ ⁸ ╙ ™√ ╙ ⌐ ∫≡™╢⁹◐ꜗfi◘כⱲ
♪כ CPC ╙ ⁸ ⁸ ≤ ≢ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 
 │ ⌐ ⌐ ╩ ⇔⁸ ⌐╟╢ ╛ ⌂≥⌐╙ ╩
╣≡™╢⁹╕√⁸ ─ ╩ ≤⇔≡⁸ ⌂≥┼─ ╩ ⇔⁸
╩ ∫≡™╢⁹ 
 ≢│⁸ ─ ≤⇔≡⁸ ⌐ ∆╢ ₁⌂◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi ⱪꜝⱠ♇◒☻
─ ╩ ∫≡™√⅜⁸ │◖꜡♫ ─ ≢ ≤⌂∫√⁹ 
╕√⁸ ⌐│⁸ ≤⌂╢⁸ ⱨ◊כꜝⱶ2021╩ ∆╢ ≢№∫√⅜⁸↓╣╙◖꜡♫ ≢

⌂⅜╠ ≤⌂∫√⁹ 
ⱨ□◦ꜞ♥כ♃כ  ᵑ 2020 10 10  
ⱨ□◦ꜞ♥כ♃כ  ᵒ 2021  14  

48

目 次



 
   

  
₄ ₅ ( 2021/ /31) 
₄ ₅ (2020/12/31)⁸ ( 2021/ /31) 

 ⅜2020 12 31 ≢ ⇔√⁹ 
2021 31 ≢  ⁸  ⅜ ⇔√⁹ 
2021 ⅛╠│ ⅜ⱶכ♅ ( ⁸ )╩ ⇔≡ ↄ ≢№╢⁹ 
╕√⁸ ≤⇔≡2021 ⅛╠│ ( )⅜⁸ ╩ ⌐
∆╢ ⅜ ╕∫≡™╢⁹ 

ה   
(2020 ) │◖꜡♫ ≢№╡⁸ ⌂≥⅜№╡⁸ ─√╘⌐ ≢│⌂™ ╩

∆╢⌂≥⇔≡ ⇔⌂ↄ≡│⌂╠⌂⅛∫√√╘⁸ ╟╡╙ │ ⇔√⁹ 
ה  320  415  
ה  2,497  3,120  

 352  
ה  24 EVAR 23 ⁸ Y  

ה     (EVAR ) 

ה  168 EVT144 ⁸open surgery 24  

ה   ⌐ ∆╢◖ꜝ♥☺▼fi( )  

ה  53  
ⱬ♫◦47 ꜟכ ⁸  ⁸ ⁸  ⁸☻♩ꜞ♇Ⱨfi◓   

ה Ⱪꜝ♇♪▪◒☿☻ 88  
( ◦ꜗfi♩  51 ⁸◦ꜗfi♩PTA 23 ⁸ ◌♥  ⁸  ⁸ 

ꜟ♥כ♥◌  ) 

─⧵ה    12  

ה   
◌fiⱨ□ꜝfi☻│ ה ⌐ ™⁸◌fiⱨ□ꜝfi☻⌐╟╡ ─ ≤ ⌐

╙ ⌐ ∫≡™╢⁹ 
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₄☿fi♃כ ₅   
₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅ ה  
₄ ₅ ה ה

ה ה  
│ ╩ ≤ ⇔ ↄ ─ ה ╩ ∫√⁹ 

│⌂ↄ⁸ ⱶכ♅─ ╩ ⇔√⁹ 
╩ ≤⇔≡⁸ ⁸ ⅛╠ ╕≢─ ╩ ™⁸ ⌐≡

╩ ∫≡™╢⁹ 
 
ה   

│⁸ ◖꜡♫ ⌐╟╢ ─ ⅜ ↓∫√⁹ ≢⁸ ◖꜡♫
⌐ ⇔≡⁸ ≤≤╙⌐ECMO♅כⱶ╩ ╡⁸ ⅜ ≡⌂ↄ⌂∫√ ⌐ ⇔≡⁸VV-ECMO ╩
⌐ ∫√⁹ 
↓─◖꜡♫ ≢│№∫√⅜⁸ ≤ ─╙≤ ⅛╠ ꜟ♥כ♥◌ ╖ TAVI

╩ ≢ ↕∑≡⁸ ⁸ ⌐ ╩⇔∫⅛╡ ⇔⁸ ⁸ ─ ╩ ⌐ √
⇔⁸ ⌐ ∆╢ ⅜≢⅝√⁹ ⌐ ⅜TAVI(TAVR) ⌐ ╩ ↑⁸ TAVI(TAVR)

≢⅝╢╟℮⌐ ╡ ╪≢™╢⁹Impella( ⱳfiⱪ◌♥הꜟ♥כ )─ ╩
√∆ ⅜≢⅝≡⁸ ⁸ ⌐ ⇔≡ ⌐ ∆╢ ⅜≢⅝√⁹ 

─ ⌐≡⁸ ⌐ ╩ ⇔≡╝ↄ√╘⌐⁸ ⌂ ╩ √∆√╘─ ⁸
╩ ╠⅛⌐⇔≡⁸∕╣╩ √∑╢╟℮⌐ ⇔≡™╢⁹ 
⌐◖꜡♫ ≢ ↑ ╣╩ ∆╢ ⅜ ⅎ√ ╙⁸ ◒כⱠ♇♩꞉כⱤכ☻

≤⇔≡24 ≢ ╙ ⌐ ↑ ╣√⁹N95╩ ↑√ ≢ ╩⇔√ ╙№∫√⁹ 
⌐⅔™≡│⁸ ◖꜡♫ ⌐ ─ ╩ ™⌂⅜╠⁸ ╩ ⌐ ™⁸≢⅝╢

╡ ≢─ ⁸ ╩ ⇔√⁹ 
↕╪⌐ ∆╢ ≢│ ⌐╟╢ ◖fi♩꜡כꜟ╩ ╡ ╣≡™╢⁹ 

│⁸ ↕╪⁸ ↕╪─ ⁸ ╩ ☿fi♃כ─ ⁸ ─ ╩ ≡
∫≡™╢⁹ 
 
ה   

◌fiⱨ□꜠fi☻│ ⁸ ⁸ ME ⁸ ⁸ ⁸ ≤ ⌐
⌐ ⇔≡™╢⁹ 

⌐≈™≡│⁸Ɫכ♅♩כⱶ ה ה fiꜛ◦כ♥ꜞⱢⱦꜞה ה ה
ה כ◖◄ה ה ME ה ה ≤⇔≡ ⌐ ⇔≡™

╢⁹╕√⁸ ◌fiⱨ□ꜝfi☻⁸VAD◌fiⱨ□ꜝfi☻│ ⌐⁸∕╣∙╣ ≢ ™ ╩ ∫≡™╢⁹ 
╩National Clinical Database NCD ┼ ⇔≡™╢⁹NCD⅛╠ ↕╣╢Japan Score╩ ™≡

↔ה╪↕ ┼─ ─ ─ ╩ ⌐ ∆╢ ≢ ╩ ╘≡™√∞™≡™╢⁹ 
 
 ∕─  

⌐ ∆╢ ─ ⁸ ⁸ ╩ ⌐╕≤╘≡ ה ╩ ∫≡™╢⁹ 
│◖꜡♫ ≢ ╛ ⅜ ↄ⁸ │ ⇔√⁹ 

2021 ⌐ₐ ≢─
⌐ ↑√ ●☻ ─ ₑ≢ ⇔⁸2021/ / ≢ ↕╣√⁹ 
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│ ≢ ↕╣⁸ │⁸ ( ⁸

)⁸ ( ⁸
ה )⁸ ( ⁸ )≢№╢⁹ │⁸

( ה )⅜ ≤ ╩ ⇔√⁹ ─ 31 ≢
⅜ ⇔√⁹ 

 │⁸ ─ ─╒⅛⁸ ≤⇔≡⁸ ה ה ה ה™╕╘ה
─ ╩ ∫≡™╢⁹ │⁸↓╣╕≢─10 ⅜ ◖꜡♫ ─ⱱ♥ꜟ ┼─

⌐ ∫≡ ↕╣√√╘⁸ ⌐ ⇔√⁹ │↓╣╕≢≤ ∂ↄ15 ≢⁸ ≤─
≢№∫√⁹2017 10 ⌐ ↕╣√ ─SCU ╩⁸ ≤≤╙⌐ ⇔√⁹ 

⁸ ⁸ ⁸ ⌐╟╢ ≤ ⁸ ⌐ ⁸ ⅛╠─
◌fiⱨ□ꜝfi☻ ⁸ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi ⌐ ⇔√⁹ ─ ≤ ⌐≈™

≡│⁸ ╩ ∫√⁹ ─ │ ה ⁸ ─ ≢⁸
⌐ ∂≡∕─ ─ ⌐ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ∫√⁹ ─ │SCU≢ ⇔⁸

─ │ ≤⇔≡ ≢ ╩ ∫√⁹ 

ה   
─ │⁸  2838 ( 11.7 ⁸  16.3)⁸  269

( 1.1 ⁸  1.5)≢⁸™∏╣╙ ╩ ∫√⁹ 
─ │217 ≢№∫√⁹ │ 108 49⁸ↄ╙ / 29⁸

20 ⁸ 15 ⁸ 60 20⁸ 36 ⁸ 16 ⁸∕─ 18 ≢№
∫√⁹ 

⅜ ─50%⁸ ⅜28%⁸ %╩ ╘√⁹ ≤ ═≡⁸ ◖꜡♫ ─ ⌐╟╡
│ ⇔√⅜⁸ ─ │ ∞∫√⁹ 

 ⌐⅔↑╢ │ 135 ≢⁸Ɫ▬Ⱪꜞ♇♪ ≢ ⇔√ ─ ⅜66
─◖▬ꜟ 20⁸ ⌐ ∆╢☻♥fi♩ 13⁸ ─ 28⁸∕─ ≤
─49 ╩ ╘√⁹∕─ ─ │⁸ ─ ◦ꜗfi♩ 15≤⁸ ─ ─ 42⁸⅜

≤⌂╡⁸ ─ ⁸ ┘ ─ ⅜ ™√⁹ 
ⱱ♇♩ꜝ▬fi╩ ⇔≡⁸24 ─ ╣ ╩ ⇔√⁹

⌐╟╢tPA ─ ╣⌐ ⇔⁸ ⌐ ∂≡ ╩ ∫√⁹ 

ה   
⅜ ─ ─ ╩ ⇔√⁹ ⌐ ╩ ⇔√⁹ 

 ⌐╟╡2015 ↕╣√JNR(Japan Neurosurgery Registry. National Clinical Database 
╩ ⇔√ ─ )⅛╠2018 ⌐ ⌐ ⇔√⁸ ↔≤─
:JND(Japan Neurosurgical Database) ⌐⁸217 ╩ ⇔√⁹ 
2019 1 ⅛╠ ⇔≡™╢ ◒Ᵽfi♃כ♦ ↔≤─ ⌐⁸302 ╩

⇔√⁹ 
─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ≤⇔≡ ⇔√⁹ ─ ⱪ꜡◓

ꜝⱶ⌐ ≤⇔≡ ⇔√⁹ 
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₄  ₅ R1.7  
₄  ₅ R1.10  
₄  ₅  
₄ ₅ ◒ꜞ♬♇◒  

 
  

ה   
2019 ╟╡ ⅜⁸ 11 ╟╡ ⅜ ⇔⁸ ≢ ╩ ∫≡™╢⁹ 
⌂ │⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⌂≥ ⁸ ⁸ ⁸

≢№╢⁹ ◖꜡♫ ─ ↑ ╣╩ECMO♅כⱶ≤⇔≡ ∫≡⅔╡⁸ ─ECMO ╩
╗ ─ ⌐ ╦∫≡™╢⁹ 

ה  
⁸ ⁸ ⅜ ≢№╢⁹ ⁸ ≤╙⌐ ⇔≡™╢⁹

⌐│ ≤ ≢ ╩ ⇔√⁹╕√ ╩ ↕╣√ ─ ↑ ╣≤⇔≡
╙ ∫≡™╢⁹ 

    
R2 R1   

1  7.7 6.5 +1.2 118.4% 
 74 66 +8 112.1% 

 
⁸ ⅜ ≢№╢⁹ 
─ │68 ( 90) ≢⁸ ≢22 75.6 ≢№∫√⁹ ≢│

⅜ ╙ ↄ⁸ ─ ╩ ╘╢⁹ ─ 76.5 ⁸ ─81.0 ⌐ ⌐╟╢
⅜ ↕╣√⁹ 

 R2 R1 (%) 
 42 56 61.8 
 4 10 5.9 

 0 7 0.0 
 1 6 1.5 

 5 3 7.4 
 1 2 1.5 

∕─  15 6 22.0 

ה   
⁸ ⁸ ≤─ ◌fiⱨ□꜠fi☻╩ ⌐ ™⁸ ה ה

⁸ ⌂≥─ ה ⌐≈™≡ ╩ ∫≡™╢⁹ ╩♩כ♥כ꜡ ∆╢ ⌐│ ⁸
─ ╩ ∫≡™╢⁹ 

 ∕─  
ה ─ ≢─  
National Clinical Database (NCD)ה  

ה  

R2 R1   
 75 84 -9 89.2% 

 12.8 13.4 -0.6 95.5% 
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ה  
   

  
─ ה │⁸ ⅜ ⇔⁸∕─ ≤⇔≡⁸ ╩ ⅎ

√⁹ ≤⇔≡│⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ─ ≤ ─ ⁸ ─
⁹√∫⌂≥♩כ♃☻─≢ ⅜ /30⌐≡ ⁹10 ╟╡⁸ ה ─ ≤⇔≡ ה ⅜

⇔√⁹ ⁸ │⁸ ה ה ה ⌂≥∆═≡ ⇔≡ ⇔√⁹ ≤⇔≡
│ ╡⁸ ꜡◖⸗ ╗ ⅜ ╩ ⇔⁸ ⁸ / ⅜ ╩ ⇔√⁹ 

ה    
≤⌂╡⁸ ☿fi♃כ╙ ⌐ ∫√⁹ ─ⱱכⱶⱭכ☺╙ ─ ⌐↕

⁹√⇔ꜟ▪כꜙ♬ꜞ⁸⇔™ ─ ⌐ ⇔≡╙ ⅝⌂ │⌂⅛∫√⁹◖꜡♫ ⌐ ⇔⁸ ⁸
─ ─ ⁸ ╙∕─ ⌐ ∂≡─ ⅜№∫√⁹ 
ה │ ⌐ Ⱪכ☻─ ╡ ≡⅜№╡⁸ ≢ ╩ ∫√⁹ │

⅛╠ ╕≢ ╩ ⅝⁸ ⁸ ⁸ ─ Ⱪכ☻⌂™⇔ Ⱪכ☻≢ ╩ ∫√⁹Ⱪ
꜡♇◒ ─ ≢ ⇔⁸Ⱪכ☻⅜ ⇔√ │ ≢fi♥כ◌⌐╠↕╩ ∫≡ ⇔√⁹ ─Ⱪכ
☻╩ ↕∑≡™√∞ↄ↓≤╙№∫√⁹ │ ╡⁸ ה Ⱪ꜡♇◒⅜ ≢⁸◑ⱪ☻
⅝╙ ⌐ ∫√⁹ ≤⇔≡│ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

ה ⁸꜡◖⸗ ⁸ ⁸ ╩ ∫√⁹ 
 │12,681 15,139 ⁸ │935 1,153 ⁸

│52.2 66.1 ≢⁸◖꜡♫ ─√╘⁸ ╟╡ ⇔√⁹ 
│⁸◖꜡♫ ⌐ ⇔⁸ ⅜ ⌂╡⁸ 30₩36 ≤ 10₩16 ≤ ⇔√⁹ 

 │ ╡⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸
⁸ ⁸ ⌂≥⅜ ≢№∫√⁹ │12,579 14,912 ⁸
│474 599 ≤™∏╣╙ ╟╡ ⇔√⁹ 

│⁸25.6 23.5 ⁸ │80.8 65.7 ≢№∫√⁹ 
│ 473 535 ≢№╡⁸◖꜡♫ ⌐≡ ≤⌂∫√⁹ │ 88

36 ⁸ 52 ⁸ 76 ⁸ 45 ⁸ 132
34 ⁸ ⁸ 74 ⁸ 15 ⌂≥ ⁸ 72

23 ≢№∫√⁹ ─ │ ─ ╡[82 (H26)ќ106 (H27)ќ143 (H28)ќ148 (H29)ќ
150 (H30)ќ170 (R1)ќ124 (R2)]⁹ 

ה   
╡⁸ ─ ◌fiⱨ□꜠fi☻⁸ ⁸ ⅔╟┘ ─꜠fi♩◕fi◌fiⱨ□꜠fi☻⁸ ◌

fiⱨ□꜠fi☻⁸ ◌fiⱨ□꜠fi☻ ⌐⁸ ≢ ⌐ ╩ ∫√⁹ 
⌐ ⇔≡│⁸ ≢ ℮⁸ ⌐ ∆╢ ⌐ ⇔⁸

╙ ≢№╢⁹ 26 ⁸ ╙♩ꜝfi☻꜠כ◘ꜞꜟ♫ꜛ◦כ♅ ▬ⱷכ☺fi◓NaF-PET ╩
⇔⁸ ╩ ┌⇔≡™╢⁹ │⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⅜ ∫√⁹ 

│⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⅜ ⇔√⁹ 
⁸ ⁸ │ ╙ ⌐ ℮ ≢№╢⁹ 
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₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅  

≢ ☿fi♃כ─ ╛ ─ ⁸ ─ ה ⁸ ─ ⌂≥
─ ⌐ ⇔√⁹ 

ה   
 ─ │ ╛ ⁸ ╛ ⁸ ⁸ ╛ ⁸ ה
⁸ ה ⁸ ה ה ⁸ ⁸ ה ⁸ ⁸ ה ⁸
⁸ ─ ⁸ ─ כ◑ꜟ꜠▪⁸ ⅜ ⌂ ≢№╢⁹ ─

│8,181 ≢⁸ │103 ⁸ 88.9%⁸ 17.2 ≢№∫√⁹ ╡ ⁸
⁸ ─ ─ ╛ ⅜ ⌐ ↄ⁸ ⌐╟╢ │™╢№כⱧ◖☻⸗כ♄╛

⌐╟╡⁸ ╩ │ ╩ ≤ ⇔⁸ ה ה ╛
⌐╟╢ ≢↓╣⌐ ⇔√⁹ 

 ⌂ │ ╛ ה ─ ⁸ ה ╛ ─ ⁸
─☻♥꜡▬♪ ⁸ ה ─ ⁸ ה ─ ≤ ⁸ ה ╛ ה

⌂≥─ ╛ ≢№╡⁸ ╡ ╛ №╢™│ ⌂≥─ ≢│ ╛
≢─ ⅜ ↄ╖╠╣√⁹╕√⁸ ⌐ ╡ ⌂╦╣≡™╢ ꜝ►fi♪≢│ ⅜ ⱷfi

Ᵽכ≤⇔≡ ⇔≡⁸ ─ ─ ה ⌐ ⇔√⁹↕╠⌐ │ ◖꜡♫ ─
⌐ ⇔≡ ╟╡PCR ⌐ ⇔√⁹ 

╟╡ ⌐ ╦╡ ⅜ ≤⇔≡☻♃♇ⱨ⌐ ╦∫≡™╢⁹ 

ה   
 ─ ╩ ∆╢ ⌐ ─ ⌂ ╡ ╖⅛√ ─ ⁸ ╛
─ ה ╛ ⌂≥⌐≈™≡ ה ⅜ ≤⌂╡ ╩ ⇔√⁹ 
ה  ─ ה ≤⇔≡ ⅜⅔ ─◒ꜟ☼☻≢₈ ∫≡⅔⅝√™ ─ ₉╩⁸ ⅜ 

≢₈ ₉─ ╩ ₁ ∫√⁹ 
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₄ ₅  

₄ ₅ ⁸  

₄ ₅ ⁸ 

 │ ⅔╟┘ ⁸ ─ ─ ≢ ⁸ ⁸ ⁸ 

⁸ ⁸ ─ ⌐№∫√⁹ 

 ─ ≢│⁸ ≤ ≤ ≢ ╟╡ ⅜ ⁸ ⅜ ≢

≤⌂╡─3.2 ≢ ─ ה ╩ ∫√⁹ 

ה   

 

⁸ ╩ ≢ ⌐ √∫≡™╢⅜⁸ ═ 13,126 ≢⁸1,199 │373 ≢21

─ ⇔⁸ │477 ≢ ⇔√⅜ │750 ≢3.8 ⇔√⁹ 

 

 │292 ≢ ╒≥ ⇔√⁹ ה ⅜ ⌐≤≥╕∫√⁹ ─

⅜ ≢№∫√⁹ ≢│ ⌂ ╡PDD╩ ⇔√TUR-Bt╩

∫√⁹ │82 ≢№∫√⁹ │8.4≢№∫√⁹╕√ │75.7 ≤ ⇔ ╙

52,594⅛╠57,506⌐ ⇔√⁹ 

ה   

 ─ 2020 21   

⁸ ⁸  108 2020.12.23 

─ ≤─ ⅜ ≢№∫√ ♦☻⸗▬♪ ─  

 ⁸ ⁸  108 2020.12.23 

PDD ─ ⌐╟╢ TUR-Bt ─ ─  
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₄ ₅  
₄ ₅ ⁸₄ ₅  
₄ ₅ ⁸ ⁸  
₄ ₅ ORT  
₄ ₅ ORT  
₄ ₅ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸  
₄ ₅ ⁸ №↕└⁸ ╕╡ ⁸  

ה   
כ◙כ꜠    

R2 R1(H31)   
 14289 17010 -2721 84.0% 
 876 1310 -430 66.9% 
 58.8 70.9 -12.2 82.9% 

  
R2 R1(H31)   

 3714 5285 -1571 70.3% 
 1886 2576 -690 73.2% 

 68.7 90.2 -21.5 76.2% 
 10.2 14.4 -4.2 70.8% 

ה   
☻♃♇ⱨ│ ⅜№╢⅛⅞╡ ⁸ ┬≥℮ ⁸ ⁸ ⌐ ⇔⁸ ╩

∫√⁹ 

R2 R1(H31)   
ⱴꜟ♅◌ꜝ67.7% 61- 189 128 כ 

ꜘ◓ 117 125 -8 91.4% 

R2 R1(H31)   
 1332 2054 -722 64.8% 
 87 94 -7 92,6% 
 39 19 20 205.3% 
 63 73 -10 86.3% 
 397 366 31 101.1% 
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₄ ₅  
₄ ₅ ⁸   
₄ ₅ ⁸ ╗≈╖⁸  

 ─ │⁸ ≢ ⌐№√∫√⁹∕─ ⁸ ⁸
≢ ↕╣√⁹ │ ─ ╩ ⇔√⁹ ⌐ ה ─ Ɽ☻ ≤
ה Ɽ☻ ⅜ ⅛∫√⁹╕√⁸ ─ ⌐╟╡ ─ ⌂ ╩

⇔≡⅔╡⁸ ─ ⌐ ╘╢ ≢№╢⁹ 

ה   
 

 │⁸ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ─ ≢⁸ ═ ⁸ ≤╙ ⇔√⁹
⌐ ─ │ ⇔≡⅔╡⁸ ⌐ ≢№╢ ☿fi♃כ│ ─ ⅎ─ ⅜

⅝ↄ √≤ ⅎ╠╣╢⁹⇔⅛⇔⁸ ╛ │ ₁⌐ ⌐№╢⁹ 

 
 │⁸ ⇔√⁹ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ─ ≢ ╩ ⇔⁸ ⅜ ⇔√↓≤⅜

≤ ⅎ√⁹ ≤ ⁸ │ ₁⌐ ⇔≡™╢⁹ 

ה   
 ⁸ ⁸ ─ ⌐ ─ ╩ ™⁸ ─ ⁸ ─Ⱪꜝ♇◦
ꜙ▪♇ⱪ╩ ∫≡™╢⁹╕√⁸ ♃כ♦─ ─√╘─◌fiⱨ□꜠fi☻╙ ⌐ ∫≡⅔╡⁸ ─

◌fiⱨ□꜠fi☻╙ ™ ─ ™ ╩ ∆⁹ 

 ∕─  
─ ⌐╟╡⁸ ∆╢≤ ╦╣╢ ⁸ ⌐ ∆╢▪ⱪ꜡⁸≡⇔≥♅כ

─ ⁸ ⁸ ─ ─ ╩ ⇔≡⅝√⁹∕─ ⌐╟╡ ╩
⌐ ∆╢↓≤⅜ ≤⌂╡⁸ABR ⁸ ─ ⁸ ╩ ∆╢↓≤⅜

≢⅝╢╟℮⌐⌂∫√⁹ ╙ ─ ™ ╩ ↕∑⁸ ─QOL╩ ↕∑╢↓≤╩ ⌐
╩ ℮ ≢№╢⁹ 
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₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅ ⁸   
₄ ₅ ⁸⁸   
₄ ₅  ⁸ ⁸  

 

ה   
╩ ≤⇔√⁹ 

ᵑ ╩ ∆╢
─ ☿fi♃כ⌂≥╩ ∂⁸ ⁸ ⌂≥─ ─

─ ↑ ╣╩ ⇔√⁹ ⌐ ─ ↑ ╣╩ ⌐ ∫√⁹ 
BP╕√│♦ⱡ☻ⱴⱩ ⅔╟┘ ─ ⅜ ⇔√⁹ 

─ ⌂≥ ╙ ⌐ ⇔√⁹ 
╕√⁸ ┼─ ╙ ⌐ ⇔ ⌂ ↑ ╣─ ╩ ⇔√⁹ 

ᵒ ה ─
⅜╪⁸ ⁸ ⌂≥ ⁸ ┼─ ╩ ≤ ⇔⅝╘ ⅛ↄ

™⁸ ╩ ⇔√⁹╕√ ┼─ ╩ ⌐ ™⁸ ─ ╩ ∫√⁹↓
╣╕≢─ ⌐ ╘≥╕╩♃כ♦ ─ ╩ ™ ─ ╩ ∫√⁹ 

⌐ ⇔≡ ∂╢ ה ┼─ ╩⁸ ≤ ⇔ ꜝ►fi♪⌂≥╩ ⇔ ⌐
⇔√⁹ 

─ ╩ ⌐ ∆⁹ 
 

 
  

 2,488 2,245 9.8%  
 10,165 8,125 20.1%  

COVIDϊ19 ─ ≢ │ ⇔√⅜⁸ │ ⇔√⁹ 

ה   
 

▪ ⁸ ⅜ ╩ ∫√⁹ 
▬ 23 ≤⇔≡10 ─ ⅜№╡⁸ ⅜ ↕╣√⁹ 

 
─╙ה ╣ ⁸○꜠fi☺─ ⌂≥⌐ ╩ ⇔⁸ ⅔╟┘ ┼─ ─ ⌂ ⁸

┼─ ⌂≥─ ╩ ⇔≡™╢⁹ 
ה ◄◐☻Ɽכ♩ ⁸ ⌂≥ ┼ ╩ ⇔⁸ ⅔╟┘

─ ⅔╟┘ ⌐≈™≡─ ⌂≥╙ ╘√ ╩ ∫≡™╢⁹ 

 
 

  
 207 187 9.8%  
 847 677 20.1%  

 
 

  
 480 665 38.5%  
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ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi  

ה ה  

,  

 

₈ ╠⌂™ ₉─ ╩ ≤⇔⁸ ╩ 2012 ⌐ ⁸ ─ ≤⌂╢

─ ⱷfiⱣכ ╩ ⇔≡™╢⁹ ─ ⌐│⁸ ⁸ ה

⌐ ⅎ≡⁸ ☿fi♃כ╟╡ ╩ ⇔≡

™≡™╢⁹ ╩ ⅜ ⁸ ╩ ⅜ ∆╢₈ ₉⌐≡ ה ╩⇔

≡™╢⁹ ─↕╠⌂╢ ⌐ ↑≡ ╡ ╖╩ ∫≡™╢⁹ 

ה   

☿fi♃כ│ ≢№╡⁸ ─ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ ה ╦∏

⌂ ─ ↑ ╣╩ ∫≡™╢⁹ ⅎ≡ ⌐⅔↑╢ ꜟכꜟ ─

↑ ╣⁸╕√│ ↑ ╣ ╩ ℮₈ ☿fi♃₉כ≤⇔≡─ ╙ ∫≡™╢⁹╕√ ∞↑⌐

╠∏⁸ ™ ⌐⅔™≡╙ ─ ↑ ╣╩ ⌐ ∫≡™╢⁹ 

2012 │⁸ │  6,630 ≢№∫√⅜⁸ 2013

2017 ⌐│ 9,312 ⌐ ⇔√⁹∕─ │ ─≤⅔╡ ⌐№╡⁸2020 ⌐ ◖꜡♫►▬ꜟ☻

⌐ ™⁸ ה ≤╙⌐ ⌐№╢⁹2020  30 ₈ ◖꜡♫ ™

─ ₉ꜟכꜟ ↕╣⁸ ◖꜡♫ ™ ╩ ⌐ ↑ ╣╢ ◖꜡♫

™ ≤⇔≡ ↕╣⁸ ◖꜡♫ ─ ↑ ╣╩ ⌐ ∫≡™╢⁹

ꜟכꜟ 17 13 ⁸2020√╕ ─ ─ ↑ ╣ ⁸ ⅜

╦╣╢ ─ ↑ ╣╩ ⌂ↄ ∫≡™╢⁹ │⁸↓╣╕≢ ╡ ╩ ⌐ ∫√℮ⅎ≢

─ ↑ ╣ ⌐ ™⁸⅔ ╡  10% ╩ ⌐╛∫≡™⅝√™⁹ 
─ │⁸ ⁸ │ ≢ ⇔≡™╢⁹ │ ◖fi◘ꜟ♩╩ ⌐ ⇔⁸

│ ה ה ⅜ ⇔≡ ╩ ℮╟℮⌐ ↑ ™─ ≢ ⌐№√∫≡

™╢⁹ 

ה   

◌fiⱨ□ꜝfi☻₉ 

╟╡ ⅝ ⌐ ™⁸ ⅛╠∞∫√ ╩ 15 ≤⇔√⁹ ∆╢ ╩

≤⇔⁸ ⇔ ⌐ ╦∫√ ╟╡ ⌐ ⇔√ ⌐≈™≡⁸ ⁸Ᵽ▬♃ꜟ◘▬fi⁸

⁸ ⌂≥╩╙≤⌐ ╩ ≤⇔≡ →⁸ ⌐ ∫√ ╩ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi⇔≡™╢⁹

│ ה ╩ ∫≡™╢⁹╕√⁸ ⅜ ⌐ ⇔≡™⌂™ ─ ⇔√

ה ה ⌐⅔™≡╙⁸ ╩ ⇔≡ ─ ╩ ⅎ≡™╢⁹ 
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ₒ ₓ 
₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅ ⁸ ⁸  
ₒ ₓ ⁸ ⁸ ⱡ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸  

⁸  
 │⁸ ╠ↄ ╩↕╣≡™√ ⅜ ↕╣⁸Ɑ▬fi◒ꜞ♬♇◒ ─ ≤⌂∫√⁹

≤ ╙ ≤⌂∫√⁹ 
 ≤⇔≡ √⌐ ⅜⁸ ≤⇔≡ ⅜ ≤⌂╡⁸  ⁹√∫⌂≥♩כ♃☻─≢

≤⇔≡ ⁸ │ ⅝ ⅝ ≤⇔≡ ⁸↕╠⌐ ╟╡ ⌐
⅜fiꜛ◦כ♥כ꜡─ ↕╣⁸ ⅜ ≤⇔≡ ↕╣√⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ≢ ↕

╣√ │ ⌐ ₁⌐ ≤⌂∫√⁹ 
⌐│⁸ ☿fi♃כ╩ ∫√ ─ ≤ ╩ ⌐ ⌐⁸
╩ ⁸ ⁸ ⱡ ⁸ ⌐

™√∞™√⁹╕√⁸ ╩ ⁸ TAVI─ ⁸ ╕≢
⌐⅔ ™⇔√⁹ 

ה   
 

│1,515 ≤⁸COVID-19─ ╙№╡ 147 ─ ≢№∫√ₒ ⁹x 
30 ╕≢│ ◦☻♥ⱶ≢№╢ORSYS⅛╠─ ╩ ⇔≡™√⅜⁸ ⅛╠│ ┼
∆╢JSA PIMS⅛╠─♦כ♃╩  

 

30     

1,566 1,662 1,515 147 

⅔╟┘ /IC 
☿fi♃כ⅛╠─◖fi◘ꜟ♩ ◌ꜟ♥ ה ⅔╟┘ ☿fi♃כ≢─ /  
│602 ≢№∫√ₒ ⁹x 

⅔╟┘ /  

⅛╠─ ◖fi◘ꜟ♩  
  Ɽ☻─⌂™ ╛ ─ ⁸ ⌂≥⁸ ☿fi♃כ╩ ↕⌂™ ⌐ ∆╢ 
  ─ ╩⁸ ⌐ ◖fi◘ꜟ♩⇔≡╙╠℮↓≤≤⇔√⁹ ⌐ ⇔≡⅝√√╘⅛ ₁⌐  
  ⅜ ⇔250 ≢№∫√ₒ ₓ 

⅛╠─ ◖fi◘ꜟ♩  

29  30     

391 460 434 602 +168 

   

129 250 +121 
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ה    

  

─ │ ≢ ↕╣╢⅜⁸ ₁─ │⁸ ⁸ ╩ ⌐⁸

≤ ⌐╟╡ ╦╣√⁹ 

│ Ɫ▬Ⱪꜞ♇♪ ─ 10 ╩ ⇔≡™╢⁹ ◌ꜟ♥◦☻♥ⱶ⁸ ◦

☻♥ⱶ⁸ ◦☻♥ⱶ⌂≥─◦☻♥ⱶ⅜ ↕╣≡™╢⅜⁸ ─ ⌐⅔™≡│⁸ ⅜ ⌐

⅝⌂ ╩ ∫≡™╢⁹ │ ╩ ⌐ ₁─ ╩ ⇔√⁹ ⌐≈™≡│⁸ │⁸

SPD ⅜∕─ ╩ ⇔⁸ ─ ≤ ─ ─ ⅜ ╠╣≡™╢⁹╕√

─ ⌐ ⇔≡│⁸ ⅜ ⇔≡™╢⁹ 

ה   

Covid-19 │ ⌐╙ ⅝ↄ ⇔⁸ ─ ─ │ 4,199 ≤ ⅛╠

1,000 ⇔√ ⁹ ╡⁸ 1,894 ╩ ⌐⁸ 437 ⁸ 351 ⁸

300 ⁸ 292 ⁸ (281 )⁸ 135 ⁸ 133 ⁸ 106 ⁸

94 ⁸ 70 ⁸ 36 ⁸ 32 ⁸ 10 ⁸

⁸ ⁸ ≤ ™≡™√⁹ ↄ─ ≢ ⅜ ∆╢ ≢⁸

(18 )⁸ (11 )⁸ ( )⁸ ( )≢│ ⅜ ⇔√⁹ 

─ │ 215 ≤ 248 ⌐ ═ 33 ⇔√⁹ 

◖꜡♫ ⅜ ⇔≈≈№∫√ ⅛╠│⁸ ≢│ PCR ⌐ ⅎ⁸ ⁸ CT

╩ ⇔√⁹ ™─№╢ │ ⌂ ╩ ⇔√⅜⁸ ™◖꜡♫ ─ │⌂⅛∫√⁹ 

─ │⁸ ⅝ ─ ╙№╡ ─№╢ ─╖─ ≤⇔√√╘⁸ ⌐

╩ ⇔√─│ ─╖≢⁸ ╡ │ⱷכꜟ≢─ ≤⌂∫√⁹ ≢│⁸ ⌐ ∆╢ ⁸ ⌂≥╩

∫√⁹ │⁸ ─√╘─ ה ─ ─ ⌐≈™≡⁸ ≤⌂∫√ ⌐

≡™≈⌐כ◑ꜟ꜠▪☻◒♇♥ꜝ⁸≡™≈ ≢№∫√⁹ 

─ ⌂ ─√╘⁸ ┘ ⁸ ⁸◖ⱷ♦▫◌ꜟ⁸ ↄ─ ⌐

╩™√∞™≡™╢⁹ 

│⁸ ⅜ ⱶכ♅ ─ ╩ ⇔√⁹ 

↕╠⌐ ⁸ ─ ╩ ≡⁸ ─ ≤ ╩ ⇔≡™ↄ ≢№╢⁹ 
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ה  ⁷  

│ 30 10 ╟╡ ≢ ↕╣≡⅔╡⁸CCU ꜚ♬♇♩ ⁸ICU
ꜚ♬♇♩⁸ ─ ⁸ ─ ╩ ╗ ⁸RCU ꜚ♬♇♩ ⅜ ≢ ╩

↑ ╣⁸∕─ ╩ ∫√⁹ ⌐ ⇔≡│⁸ ◔▪ꜚ♬♇♩ SCU ╩ ↕∑≡
⌐№√∫√⁹ │covid-19 ─ ≢ ⌐ ⇔≡⁸ ─ ╩ ⇔⁸

⁸ ╩ ⌐⁸ ⁸ ⅜ ≡⇔≥ⱶכ♅ ⇔√⁹╕√ ╡⁸ ⌐│ ─
⇔√ ↕╪│ ⌐ ⌐ ╣╢╟℮⌐⁸╕√ ⌐↕╠⌐ ─ ↕╪⅜ ∂√ ⌐│⁸
≤ ─℮ⅎ≢ ⅜ ⇔≡™╢ ↕╪╩ ┼ ∆╢⌂≥⁸ ─ ╩ ≡⁸ ⌐ ─
↑ ╣⌐ ╘≡™╢⁹ 

  
─ │⁸ ⅜ ╩ ╘ CCU ⁸ ICU ⁸

⁸ ⁸ RCU ⅜ ≤⇔≡⁸⅔ ™⌐
⇔≡ ╦╣≡™╢⁹ 

↕╪│ ─ ⅜ ↑ ∟ ≤⌂╡⁸ ⌐╟╡ ⌂™⇔ ─ ╩ ⌂⅜╠
─ ⌐№√∫≡™╢⁹ │ ≢№╡⁸ ⌐◌fiⱨ□꜠fi☻╛ ╩ ™⁸ ⌐

∆╢ ⌂ ╛ ─ ⌐ ╘≡™╢⁹╕√ ⅜⁸ ─ ─ ╛
⌐ ╘≡™╢⁹ ⅛╠│⁸ICU ─ ╩ ⇔⁸ ─ ⁸ ╩ ∆╢

⅛╠⁸ ⅛╠⁸ ─ ⌂ ╩ ∫≡™╢⁹ 

ה   
─ │◖꜡♫ ⌐ ℮ ─ ─ ╙№╡⁸ 588 ≤ 654

⌐ ⇔≡66 ⇔√⁹ │CCU 188 ⁸ICU 337 SCU 63 ⁸RCU 0 ≢№╡⁸ ICU54.1⁸
SCU91.2%≢№∫√⁹ 
╕√ ≤ ⌐⁸ ─ ∟ ™√ ↕╪│ ┼─ ╩⅔ ™⇔⁸╕√ ─ ↕╪≢№∫≡╙

⅛╠ ≢ ╩⅔ ™∆╢⌂≥⁸ ⌐ ╩⅔ ™⇔√⁹ 
CCU │⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⌂≥⅜ ≢№╡⁸ ─ ⌐│

▬fi♃כⱬfi◦ꜛfi ⅜ ╦╣√⁹ CCUⱠ♇♩꞉כ◒⌐ ⇔⁸ ⌐│ ⌐ ╩
⇔≡⁸ⱱ♇♩ꜝ▬fi ⌐ ⅎ╠╣╢╟℮ ╘√⁹ 
ICU─ │⁸ 142 ⁸ 71 ⁸ 62 ⁸ ה 33 ⁸ 12 ⁸

ה ⁸ ⁸ ≢ ╡⁸ ─ ⅜ ╩ ╘√⁹ 
SCU╩ ⇔√ ─ │ 40 ⁸ 23 ≢№∫√⁹ 

│ ─ │ ⇔√⅜⁸ ⁸ ─ │╛╛ ⇔√⁹╕√ ≢
│⁸ ⁸ ⁸ ⌂≥─ ↕╪≢№╡⁸ │SCU≢ ↑ ╣√⁹RCU─

│™⌂⅛∫√⁹ 
◖꜡♫ │ 30 ⅜ICU╩ ⇔√⁹ ⁸ ≤⌂∫√ │10 ⁸↕╠⌐◄◒⸗ ╩ ∫

√ │ ≢№∫√⁹◄◒⸗ ╩ ∫√ │ ⇔√⁹◖꜡♫ ⌐ ⇔≡│ ⁸
╩ ⌐ ╩ⱶכ♅ ⁸ ⇔√⁹ │ ⁸ ⁸◖꜡♫ ◌fiⱨ□꜠fi

☻╩ ⁹ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ME⁸ ⁸ICU⁸ ⁸
⅜ ⁸ ─ ⁸ ─ ∕─ ╩ ∫√⁹ 

╕√458 ╩ ≤⌂╢╟℮⌐ ╩ ∫√√╘⁸ │ ≤⌂∫√⁹ 

ה   
╙ ≢ ╦╣╢ ─ ⁸ ╩ ⇔⁸ ⌐ ┼─ ╩ ⇔

√⁹ ⁸ ─ ⅜⁸ ─ ╩ ⇔√⁹╕√⁸
⅜ ╩ ⇔≡⁸ ╩ ⇔√⁹ 

⅝ ⅝⁸ ─ ─ ⁸ ╩ ∆ ≢№╢⁹ 
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ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi  
   

₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅  

 
₄ ₅   
₄ ₅ ╒─⅛ 9  
₄ ₅  (7 ╕≢ 8 ⅛╠ ⌐ ) 
₄ ₅   

 ⁸ ⌂≥ 8 9  

ה   

Ẽ ─
2020 ─ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi ─ │⁸1,837 │⁸ 1,686 ⁸ ⌐ ⇔

≡™⌂™ ─ 151 ≢№∫√⁹1,837 ⁸ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi╩ ⇔√─│1,686 ≢⁸ ╡─151
│ ≤ ⌐╟╢ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi ⌂≥─ ≢№∫√⁹ 

1,837 ─ │⁸ ה 749 ⁸ ה ה
⌂≥⌐╟╢ADL ⌂≥ 305 ⁸ ה ⌂≥ 130 ─

╩ ↄ ⁸ 335 ⁸ 184 ⁸ 66 ⁸∕─ 68 ≢№∫√⁹ 
─ ─ │49 ⁸ ═145 ≢⁸ ה♅ⱴ►ꜞה ⌂≥⌐╟

╢ ⌐ ⇔ ╛ ─ ⌂≥╩ ⇔√⁹ ⁸ ה ה ╠≤
⇔⁸ ⌐ ⇔√ ╛ ─ ╩ ⇔√⁹ 

─Ⱳ♩♇◒☻ │⁸ ═49 ⌐ ⇔Ⱳ♩♇◒☻ ╩ ⇔√⁹PTהOT≤ ≢⁸Ⱳ♩♇◒☻
≤│ ≢ ה ─ꜞⱢⱦꜞ╙ ⇔√⁹ 

™⅝™⅝ ─ │93 ≢№∫√⁹ 

Ẽ ─
│37 ≢ │⁸ ╗ ⅜25 ⁸ 1 ⁸ 3 ⁸∕─ 8 ≢№∫

√⁹ 

ẼꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi ─ ה 1-5

1 ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi ≤ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi
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₄ ₅  

₄ ₅   

₄ ₅ ⁸  

₄ ₅12  

ה   

 

RIה 2,570 PET ∑≡ 3,016  

ᵑ SPECT 850 ᵒDaT ☻◐ꜗfi 445

ᵓMIBG ◦fi♅ 274  ᵔ ◦fi♅ 117

ᵑ ᵓ│⁸▪ꜟ♠Ɫ▬ⱴכ ⁸꜠ⱦכ ⁸Ɽכ◐fi♁fi ⌐ ≢⁸ ⌐╙ ↕╣

≡™╢⁹ 

ה PET 523  

ᵑFDG 494

ᵒ∕─ 29

ᵑ│⁸ ─ ⁸ ⌐ ≢№╢⁹

♪▬꜡Ⱶ▪ה PET 243  

►♃ה PET 16  

▪Ⱶ꜡▬♪⁸♃► PET │⁸▪ꜟ♠Ɫ▬ⱴכ ╛ ⌂≥─ ⌐ ╢ ≢№╡⁸

─ ⌐ ∆╢ ≢№╢⁹↓╣╠│⁸▪ꜟ♠Ɫ▬ⱴכ ⌐╙ ⅛∑⌂™

⁸PET╡⅔≡∫⌂≥ꜟכ♠ ☿fi♃⁸כ ☿fi♃⁸כ ≤─ ⁸◌fiⱨ□꜠fi☻╩ ∂ ⅔╟

┘ ⁸ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ 

CTה 19,330  

MRIה 7,198  

 

CTה │ 19,330 ⁹ 

MRה │⁸7,198  

ה MRI │ 1,419 ⁹ ≢⁸ ─ ╩ ∆╢ ⅜ ╖⁸∕─ │

 ⁹╢∆♪כꜞ╩

 

MRIה │ 259 ⁸CT │ 284  

fiꜝ▬fi○ה 47.4 ⅜○fiꜝ▬fi ≤⌂╡⁸⅛⅛╡≈↑ ─ ─ ⅜ ╩

▬fi♃כⱠ♇♩≢ 24 ™≈≢╙ ≢⅝╢◦☻♥ⱶ ◦☻♥ⱶ ⅜ ⇔≡ ≤⌂╡◦☻

♥ⱶ─ ≤≤╙⌐⁸COVID19 ⌐⅔™≡○fiꜝ▬fi◦☻♥ⱶ ⅜ ⌐ ⅜∫√⁹○fiꜝ▬fi ≢─

─ ─ ⅜⁸ ╠∏╙ ⌐⌂∫√⁹ ≢⅔ √∑∆╢↓≤⌂ↄ⁸ ה ╩

╗ ⌐╙ ─ ⁸ ⌂≥─ ∞↑≢ ⅜ ⌂○fiꜝ▬fi ◦☻♥ⱶ╩ ≢ ─

⌐ ↕∑≡™√∞™≡⅔╡⁸ ─ ─ ⅜╡⅜ ↕╣╢⁹ 
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₄ ₅   

ה   

ừ   ─ │

╙ ⅜ √↕╣⁸ ─ 10 ╩ ≢⅝≡™╢⁹ 

330 ⁸ 100 / ╙ ≢⅝≡™╢⁹ 

─√╘⁸ │ 12/10 ╩╙∫≡ ╩ ⇔√⁹ ─═ │⁸ ◄Ⱡꜟ

כ◑ 1,412 1,721 ⁸3,633 3,846 ⁸ ◄Ⱡꜟ◑כ 62 113 ⁸62 113 ⁸

136 146 ≢№∫√⁹ ╟╡ ⅛ ™ ≢№∫√⅜ │ 10

─ ⌐≤≥╕╡⁸X ─ ╙ ⌐≤≥╕∫√⁹ 

─ │ 78 121 ≤⁸ ─ ╩ ↑ ⇔√⁹ │ 45 ⁸

33 ≢№∫√⁹ 

─ │⁸ 28 ⁸ ⁸ ⅜╪ 12 ⁸ ה 13 ⁸ ⁸ ⁸

⁸∕─ ≢№∫√⁹ ⅜ ╟╡╙ ⇔⁸ ◔▪ ⅛╠─ ╙ 61 55

≤ ⇔√⁹12/10 │⁸   ⌐⁸ ─

╩ ⇔ ⇔√⁹ 

 ⌐⅔™≡│⁸ ≤⇔≡ ⌐ ⇔⁸8Gy ╩ ≢ ⇔√⁹ 

─ │⁸80 89 │ 29 36 ⁸ 

90 │ ≢№∫√⁹80 89 ⅜ ─ 37% 30 ≢№╡⁸90 │ 7.7% 6.6% ≤⁸™

∏╣╙ ╟╡ ⇔√⁹ 

│ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ─ ─√╘⁸ ─ │ ⇔≡™⌂™⁹

⌐ ∆╢ ≢│⁸ ≢ ╩ ⇔√⁹ 

ה   

│ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ │ ה ─

┘ ≤⇔≡ ↕╣≡™╢⁹ 

⁸ ה ⁸ ה ─ ⌐⁸

⌐≈™≡ ╩ ∫≡™╢⁹ 

 ∕─  

⅜╪ ⌐ ↕╣≡⅔╡ 28 ⁸ ╩ ⇔≡™╢⁹ 
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ₒ ₓ 

₄ ₅   

₄ ₅ 

₄ ₅   

₄ ₅ ⁷  

ה   

│ ≢№╢ ⅔╟┘ 11 ╩ ⌐ ↕╣≡™╢⁹11 ⌐ 10

╩ ⇔⁸ ╩ ≤⇔≡ ╩ ∫≡™╢⁹ 

⌐⅔™≡│⁸ ≢ ⇔⁸ ⁸ꜞ►ⱴ♅ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

⌐╟╢ ╩ ⅝ ⇔√⁹ ⌐ ↄ ⇔ →╢⁹ ─ ≤⇔≡│ 1,148

≢№╡ ≤ ⌂⅛∫√ ⁹ │ ─ ↄ≢№╢ ⁹ 

≢─ ⌐≈™≡│ ≢ 2,322 ≢№╡⁸ ≤ ⌂⅛∫√⁹

≢ │ 40 ≢№╡⁸↓∟╠╙ ≤ ⌂⅛∫√⁹⌂⅔⁸↓─ │ ╟╡─ ─╖≢

№╢⁹ ─ ⁸ ⌐╟╢ │ ↑ ╣≡™╢√╘⁸ ─ ╩ ∆╢╙─≤

⇔≡─ │ 136 ≢№╡ ≤╒╓ ─ ∞∫√⁹ ≢─ ─ ⌐≈™≡

│ ≢ 3,340 ≢№╡⁸ ╟╡ 8 ─ ≢№╡ ─ ⌐╟╡⁸ ⌂

⅜ ╠╣√⁹ ╙ 25,2 ─ ≢№╡⁸ ⇔√⁹ 

ה     

ⱬ♇♩◘▬♪◌fiⱨ□꜠fi☻╩ ≤ ╟╡ ⇔≡™╢⁹ 

─ ꜞfiⱤ ⁸ ─ │ ─ ╩ →⁸∕─ ☻Ⱨכ♪│ ╩ ╢╙─⅜№╢⁹

⌐ ™≡╙ ⇔≡™╢⅜⁸∕─ ─ │ ⌐ ⌂ ╙№╡⁸ ꜞfiⱤ ⁸ ◌fi

ⱨ□꜠fi☻╩ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 

─↔≤ↄ ─ │⁸ ╩ ─╙─≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹ │ ⅜

ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ⇔≡ↄ╣√⁹ ─ ⅛╠ ⅝ ™≡─ ≢№╢⁹ ─
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< >  
< >  
< >  
< > ⁸  
< > ⁸ ⁸ ╕∆╟⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

⁸ ⁸ ⁸  
    

< > ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸
 
   

< > ⁸ ⁸ ⁸  
 

< > ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸  
 ⱴꜞ  

│  /  ═15   
⌐ ⇔≡│⁸ ה ─ ≤ ⇔≡ ∫≡™╢⁹ 

ה   
⅜ ⌐ ⇔⁸ ה ╩ ⌐ ה ה ⇔≡⁸

ה ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ─ ╩ ∫√⁹ 
│ ≤⇔≡⁸365 24 ─ ─ ⁸ ⁸ ─

⌂≥ ╩ ⇔≡™╢⁹ ⅛╠ ╕≢─ ╩ ⇔⁸TAT─ ⌐ ≢⅝╢╟
℮⌐⇔√⁹ │⁸ ┌™⅛ ⇔≡™╢⁹ ⇔√ │50 ⇔⁸∕─ ⌐ √∫≡
™╢⁹ 

⌐⅔™≡╙ ⌂ ╩ ⇔⁸ ≤ ─ ╩ ∫≡™╢⁹
◖꜡♫►▬ꜟ☻ ⌐╟╡⁸ │ ⇔√⁹ ⌐≈™≡│⁸ ⁸

─ │ ⇔≡™╢⁹ 
≢│⁸ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ─ ≤⇔≡ ⱴꜟ♅ⱪ꜠ⱪ꜠♇◒☻

Filmarray Torch◦☻♥ⱶ ╩ ⇔≡PCR ╩24 ≢ ∫√⁹╕√ ─ ⌐ ⇔≡⁸
╩ ≤∆╢ ◖꜡♫►▬ꜟ☻PCR ─ ╩ ∫√⁹ 

☻ⱦכ◘ ≢│⁸ ⌐ ⌂ ™╩↕∑⌂™ ╩ ⅜↑≡™╢⁹ ≤
⌐⅔™≡│ ∟ ≤ ™ ⌐ ⇔⁸ ─ ⌐ ╘≡™╢⁹╕√⁸ ─

─ ≤ ╩ ⇔⁸ ∟ ⌐ ∆╢ │ⱶכ꜠◒ ⇔√⁹ 

ⱶכ♅ ≤⇔≡⁸ │Ɫכ♅♩כⱶ─ ≤⇔≡◌fiⱨ□ꜝfi☻⌐ ⇔⁸TAVI כ◖◄
┼─ ⁸VADהECMO ≢│ ≤ ⌐ ⇔≡ ╩ ∫≡™╢⁹ ─ ⸗♬♃ꜞ
fi◓╩ ∫√⁹ 

≢│ ╩ ⇔≡ ╩ ⇔ICT/AST⌐ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 
⁸ ≤≤╙⌐NST⌐╙ ⇔≡™╢⁹ 

─ ─ ™ ≢№╡⁸ / ⌐╟╢ ─ ┼─ ╩ ⇔≡™ↄ ⅜№╢⁹ 

ה   
─ ⌐⅔™≡╙ ╩ ╘╠╣╢ ≢⁸ⱬ♥ꜝfi ⌐╟╢ ┼─ ≤

─ ⌂≥ ⌐╙ ╩ ⅞⁸ ⅜ ╩ ⇔≡ ⇔≡™╢⁹ ⌂
≢─ ─ ⁸ ≢╙ ╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ╛ ⌐ ≢⅝╢╟℮ ─ ⁸

─ ╙ ∫≡™╢⁹ 
⅜ ╩ ⇔√⁹ ⌐ ⁸ ⌐ ⇔√⁹ 
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ה  
   

  
₄ ₅ ⁸  
₄ ₅ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸  

─☻♃♇ⱨ│⁸ ≤╙ ⁸ ⁸ ─ ≢№╢⁹ 

ה   
 ⌂ │⁸ ה ה ⁸ ─

⁸ ─ ⁸ ≤ ≢№╢⁹ ─
│⁸ ↄ 2,645 6,348 ⁸ 1,306 13,830 ⁸ 424
2,116 ≢FFP│ ─10 ≢№∫√⅜⁸RBC≤PC│ ≤ ─ ≢№∫√⁹ ─

─ │⁸90 260 ≢ 25% ≢№∫√⁹ ─ │ ≢ ─ ╩ ↑
∏⌐ ╩ ∫≡™╢⁹ 

─ ─ ≢№╢ ⌂ ─ ⌐ ↑≡⁸ ⌐ ∆╢ ─ ⁸ Ⱶ
☻─ ⁸ ⌐╟╢ ┼─ ╩ ≤⇔≡⁸ ─ ≤ ─ ╩ ⌐ ⅜↑≡™╢⁹

⌐≈™≡│ ─ ⌐≈™≡ ≤─ ╩ ™⁸╕√ ≢─ ⌂ ─ ╩ ⌐
⇔⁸ ה ≢ ─ ⁸ ⌐ ⇔≡™╢⁹ ⌂ ─ ─√╘─ ה

│⁸ ⇔≡™╢⁹ ⌐≈™≡│ ⅔╟┘▪ꜟⱩⱵfi ╩ ה ⅜
╩ ™⁸ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ABO ─ ≢│⁸ ∆╢ ⅜

⌐ ⅜ ⌂╢√╘⁸◦☻♥ⱶ ⇔ ─ ╩ ⌐ ╘≡™╢⁹╕√ ⅜ ≤
⌂╡ ╙ ─ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ ⌐≈™≡│ ─ ⌐≈≤╘⁸ ⅜
⌐ ⅎ╢╟℮ ⌂ ╩ ⌐ ╛⅛⌐ ∆╢ ╩ ⅎ≡™╢⁹↓─╟℮⌂ ⌐╟╡⁸
─ ⅔╟┘ ─ ⅜ ↕╣⁸ ─ з ┘ ╩ ≢№╢⁹

30 ⌐│ Ᵽfi◒ ⁸DLI ⁸ ╩ ⇔ ⁸ Ᵽfi
◒◌♥◗ꜞI╩ ⇔⁸ ≢ ─ ╩ ™⁸◖꜡♫─ ╩ ↑≈≈╙ Ᵽfi◒ ⌐ ≢№╢⁹ 

 ⱪ꜡☿♇◦ꜛfi◓ 
 ↕╠⌐ ⱪ꜡☿♇◦fi◓ ≤⇔≡⁸ ≢─ ⌐ ⇔ ╩ ∫√⁹
≤─ ─╙≤⁸ ⁸ Ᵽfi◒♪♫15כ , 

fiⱤꜞכ♫♪ , 10 ╩ ↑ ╣⇔≡⅔╡⁸ ⌂╠┘⌐ ╩ ⇔Ᵽfi◒
─ ⌐ ⇔≡™╢⁹╕√ │19 ≢ ≤ ≢№∫√⁹ 

ה   
─ ≢│⁸ ⌐⅔↑╢ ⁸ ─ ⌐≈™≡ ╩ ∫√⁹

╘⌐│ ┼─ ╩ ⇔√⁹ 
⌐ ↕╣√ ╩ ⌐ ─ ╩ ⇔⁸ ⌐╙ ≢⅝╢

╩ ⅎ ◦☻♥ⱶ─◖fiⱧꜙכ♃⌐ ⌂ ╩ ∫≡™╢⁹ 
≢ ╦╣√ ה ─ ₈

⌐ⱬ▬₉כ◘ ⇔√⁹ 
⌐ ⇔√⁹ 

╟╡ ╩ ↑ ╣ ╩ ⇔√⁹ 
╩ ℮ ⌐ ⇔≡☻◐ꜟ▪♇ⱪ─√╘⌐ ╩ ™≡ ⌐ ─▬ⱷכ☺fi

◓╩ ∫√⁹ 
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₄ ₅ ₄ ₅ ₄ ₅ ₄ ₅ ( ╕≢ ⁸ ⁸

₄ ₅ ⁸  ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ₄ ₅ ⁸

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ₄ ₅   

ה   

Ẽ ה ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

     

ה  3,154 2,919 -235 92.5% 

 1,723 1,641 -82 95.2% 

 100 163 +63 163.0% 

 966 985 +19 101.9% 

 139 246 +107 177.0% 

 20 17 -3 85.0% 

Ẽ ─

    

 60 43 -17 71.7% 

 10.2% 7.0% -3.2% 68.6% 

Ẽ

╩ ∆╢ ≢ ⇔≡™√ │⁸ │ ⇔⌂⅛∫√⁹

ה   

ה ─  

☿fi♃כ │ ⅛╠ ≤⇔≡ ↕╣≡™╢⁹₈ ☿fi♃

כ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉⌐╟╡ ⅜ ⇔√ ℮∟ │ ╕≢ ⁹╕√⁸

╩ ∆ ⅜ ╩ ⇔√⁹ 

─◌fiⱨ□꜠fi☻ 
○ꜟ●fi◖fi♩꜡30╩ꜟכ 1507 1536 ⁸☻ꜝ▬♪◌fiⱨ□꜠fi☻╩37 1729 1765

⇔√⁹ 
CPC  

CPC╩10 841 850 ⇔√⁹10 ─CPC⌐│⁸RCPC (reversed CPC) ⅜ ╕╣╢⁹ 

Weekly review⁸ ≤ ─ ─  

⌐ ╦╢ ה ─ ╩ ≤⇔≡⁸ ה ה ⌂≥╩ ⁸

⅜ ╕∫≡ ∆╢ ╩21 ⇔√⁹╕√⁸ ⅜ ≤⌂╡ ≤ ─ ─

╩ 14 ⇔√⁹ 

◐ꜗfi◘כⱲכ♪ 

ה ⁸ ⌐ ∆╢◐ꜗfi◘כⱲכ♪╩ ∆╢ ≤ ⇔√⁹ ה │ ◐ꜗ

fi◘כⱲכ♪≤⇔≡ ⁸ │ ◐ꜗfi◘כⱲכ♪≤⇔≡ ⇔√⁹ 

79

目 次



 
   

  
34 ⁸ 2.8 ⁸ 4.2 ⌐╟╡ ⇔√⁹ 

ה   
 

 │3,431 10.8 ⁸ │97.1% ⌂⇔
│86,464 10.7 ≢№∫√⁹ ─ ╩ ≤⇔√ ☿♇♩│ ⇔≡ ∫
≡™╢⁹ ☿♇♩ │101,050 5.9% ≢№∫√⁹ 

ה  
│⁸ ⌐ ⅜ ⌂ Ɫ▬ꜞ☻◒ ⅜ ↕╣≡™╢ 380 ⅜

7,475 ⁸∕╣ ─ 325 ⅜5,989 ─ 13,464 0.03% ≢№∫√⁹ ⌐≈™≡│
─ ⅜ ─ ≈≤ ⅎ╠╣╢⅜⁸ ─ ⌂≥╩ ⇔√ ⁸ ╩ ⌐ ╘╢↓

≤⅜≢⅝√⁹ ╩ ∆╢ ╩ ∆╢↓≤≢ 2,300 ─ ╩ ∆╢≤
≤╙⌐⁸ ⅜ ⌐ ⇔ ₁⌂ ╩ ℮↓≤≢⁸ꜞ☻◒ ⌐ ⅝ↄ ∆╢↓≤⅜≢⅝
√⁹ ≤ ⇔√ⱳꜞⱨ□כⱴ◦כ ⌐≈™≡│ ◔▪ ╩ ⌐ ⇔≡ ╡ ╪≢⅔╡⁸

⅛⌂⅜╠ ─ ╩ ⅎ≡™╢⁹ 

 
 ─ ≤⇔≡⁸ ─ │1,343 ≢№╡⁸∕─ ≢╙ ⌂ ⌐≈™≡
│⁸ ┼ⱪ꜠▪Ⱳ▬♪≤⇔≡266 ╩ ⇔√⁹ 
 Ɫ▬ꜞ☻◒ ┘ ─ ─ ┘ ⌂ ╩ ≤⇔√ ╩

⇔√⁹ ⅎ≡⁸ ⅜ICU ┘ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ┼ ⅝⁸ ⁸
┘ ⌂≥─ ─ ┘ ─ ╩ ™⁸ │╙≤╟╡ ה ⌂

≥ ⌐ ╩ ╓∆╟℮⌂ ⌐ ╡ ╪∞⁹ 

 
 ≢─ │1,640 ≤ ╟╡30 ⇔√⁹ │ ⱬ14≢☻כ
834 6.2% ≢№∫√⁹ ─ │⁸ⱨ□כ☻♩▬fi◒ꜝ☻─ ⌐╟╡
⅜ ⇔⅛∫√↓≤╛⁸ ─ ⌂≥⌐╟╢≤ ╦╣╢⁹ ─ │⁸ ⅜
⌐ ⅎ╠╣╢⅜⁸ ┼─ ⌂ ╡ ⅎ╛ ┘ ─ ╙ ≢№∫√≤ ⅎ≡™
╢⁹ 

DI  
│⁸ ─ ⁸ ⁸ ─ ꜟ♫כꜗ☺ ⁸ ┼─

⅔ ╠∑⌐╟╡ ∫≡™╢⁹ 

⅜╪ ⁸TPN ┘ ─  
 ⅜╪ ─ │⁸ ┘ ─ ⌐ ╩ ╘√ ╩ ⌐ ∫≡™╢⁹ ╩ ⌐
⇔√TPN ┘11 ─ ─ │ ╩ ⌐ ∫≡™╢⁹ 

⅜╪  
╙ ⌐╟╢₈⅜╪ ₉─ ╩ ⇔≡ ∫≡™╢⁹ 

ה   
↑ ╣ 

 │ ─ ↑ ╣│ ⁸ ─ ╩ ↑ ╣√⁹ ╙ ⇔≡
/ ≢─ ↑ ╣⁸ ⌐╙ ⌐ ╩ ╣╢ ≢№╢⁹ 

80

目 次





 
   

  
₄ ₅  

│⁸ ⁸ ≢ ⇔√⁹ 

ה   
 ≤ ─☻ⱦכ◘ ╩ ╢↓≤╩ ⌐⁸ ─ ⁸ ─

┘ ⌐ ╘√⁹ 

 
 │⁸ ┘ ≤∕─ ╩ ⌐ ⇔⁸ 806 ⁸ 3,079 ─ 3,885 ≢ ⌐
⇔≡57 ≢№∫√⁹ │⁸ ⅜2,043 53%≤ ╙ ↄ⁸ ה ⁸ ─ ≢№∫√⁹
≢╙₈ ה ₉⅜623 ≤ ⅎ√─│⁸ ≢≤⌂ⱶכ♅ ⅛╠ ┼≈⌂⅜╢ ┼

─ ╡ ╖─ ≤ ⅎ╢⁹╕√⁸₈ ₉─ ╙56 ≤ ╟╡ ⇔√⁹ │⁸◖꜡♫─
⅜№╡ ≢ ℮↓≤⅜≢⅝∏⁸ ─ ─╖124 ⅜ ⇔√⁹ 

─  
 √╡ │926 ≢№╡⁸ │⁸ 426 46.0% ⁸ 500 54.0% ≢№∫√⁹

≤ ⁸ ─ ⅜ ⅛∫√⁹↓╣⌐ ™⁸ ─ ╙28.4%≤ ⇔√⁹ ─
≢│⁸ ◄Ⱡꜟ◑כ ⅜21.3%≤ ╙ ↄ⁸ ⅜ 14.8%∞∫√⁹ ☿fi♃⁸│≢כ ─
⌂ ⅜ ↄ⁸ ─ ⅜№╢ ⅜ ⇔≡™╢ ≢№╤℮⁹ 

╕√⁸⅝↨╖╛Ⱪ꜠fi♄כ⌂≥─ │⁸ ─29.2%╩ ╘⁸ ─ ╛ ⌐ ⇔√ ה
│⁸37.9%≤ ╟╡ ⇔√⁹ 

┼─ ╩ ™⁸ ─ ╩ ℮↓≤⅜ ◄Ⱡꜟ◑כ ↄ┐╪√ה ╩ ∆╢↓
≤⌐ ⅜╢≤ ╡ ╪∞ ≤ ⅎ╢⁹ 

⌐≈™≡ 
 ┼⁸ ⁸ ≤ ⌐ ─ ╩ ™⁸ ה ╩ ⌐ ⇔√₈

₉╩ ⇔⁸ ⅜ ⌂ ⌐│⁸ ─ ⅜ ╛ ≤ ⇔≡ ─
╩ ∫√⁹╕√⁸ ─ ⌐ ⇔≡ ⌐ ⇔√ ─√╘─ⱪ꜡♩◖כꜟ╩ ⇔⁸

╩ ⌐ ⅝ ⅝ ∫√⁹↓─ ⁸ │14.7%≤ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝√⁹ 
ⱶכ♅ ─ ╡ ╖≤⇔≡⁸NST │298 ≢№∫√⁹ ─ ⁸ ─ ╛
⁸ ─ ⅜NST─ ⌂ ≢№╡⁸◄Ⱡꜟ◑כ ┘√╪┐ↄ ─ ╩▪♇ⱪ↕∑⁸ ⌐
≢⅝╢╟℮⌐ ╡ ╖╩ ∫√⁹ 
∕─╒⅛⌐╙ ╟╡⁸ ┼ⱶכ♅▪◔ ⇔⁸ ─ ╩ ⅛╠ ⇔66 ⁸

ICU≤ ╟╡ ╡ ╖╩ ⇔√ ─ ⅜308 ≤ √⌂ ╡ ╖╩ ⇔√⁹ 

ה   
 
╩ ≤⇔√ ⅜ ≢⅝╢↓≤╩ ⌐ ה ⌂≥⌐ ⇔√⁹ 

 
 ─ ⌂ │⁸ ⁸
NST ⁸ ⁸ ⅜╪

⁸  ⅎ╪ ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi ⁸ ⱶכ♅ JDA-DAT
≤⌂∫≡⅔╡⁸ ╙⁸ ה ∆╢ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸ ⌐ ⇔≡™ↄ⁹ 

─ ↑ ╣   
─ ↑ ╣⁸ ─ ↑ ╣≤⇔≡ ─ⱪכꜟ◓ ╩ ∫√⁹ 
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₄ ₅   
₄ ₅   
₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅ ה ה ה  
₄ ₅ ה ה ה ה ה ה ה ה╡─╖ ה

 
₄ ₅  

⅜ ≢ ⁸ ⅜ ⅛╠ ⁸ ⌐ ─ ⅜ ⁹
─ ≢⁸ 17 ≤⌂∫√⁹ 

ה   
◖꜡♫≢─  

 ◖꜡♫ ─√╘⁸ ╛⁸ECMO ⌐│ ≤⇔⁸ ⅛≈ ⌂ ◘ⱳכ♩
⅜ ⅎ╢╟℮⌐ ╩≈ↄ╡⁸ ⌐≈™≡╙⁸ICU╛ ⁸ ☿fi♃כ≢ ╩ ⇔√⁹╕√⁸
ICU╛ ⁸ ─ ⁸ ┼─ ─ ◘ⱳכ♩─√╘ ╩
∫√⁹ 

 
⌐⅔↑╢ │ ⌐ ≤ ─ ≢ ─ ⁸ ─ ⁸  

─ ╩ ∫≡™╢⁹ 
 

10 ⅜ ≢ ╩ ⁹ │ ICU ≢─ ה ⁸
≢─ ♩ꜝⱩꜟ ⁸ ꜟ♥כ♥◌ ⁸EM◖כꜟ ╩ ∫≡™╢⁹○fi◖כꜟ ╩ ⇔⁸

╛ ⌂≥─ ≤∆╢ ╙ ⌐ ╘╠╣╢╟℮⌐ ⇔≡™╢⁹ 
☿fi♃כ 

☿fi♃17│כ №╡⁸ ─ ה ꜟכ◒ ≢ ⇔≡™╢⁹ ─ ╙ ⁹
│ ╩ ⇔≡™╢⅜⁸ICU≢─ ╛ ─ ⌂≥╙ ☿

fi♃כ≢ ⇔≡™╢⁹ ╣ ⅎ ⌐│ ☻♃♇ⱨ⅜ ∆╢↓≤≢⁸ ─ ≢☻ⱶכ☼⌂
╣ ⅎ⅜≢⅝╢╟℮⌐⇔≡™╢⁹ ⌐⅔™≡│⁸ ≢ ⌂ ⌐ ⇔≡
≢ ⇔≡™╢SpectraOptia® ╩ ™√ ╩ ⁹ ─ ╩ ⅛⇔⁸

⌐ ↄ ≢⅝╢╟℮⌐ ⇔≡™╢⁹ 
 

☿fi♃כ ≢ ─ ╩ ≤⇔⁸ ≢ ⌂
⌐ ╘≡™╢⅜⁸◖꜡♫ ☿fi♃כ ↑ ╣⌐╟╡⁸ ≢─ ╩ ⇔⁸ ⅜ ─

─╙≤ ≢ ╩ ⇔≡™╢⁹ 
ICUה  

≢│ │ ≤⇔⁸ │ ─ ⁸ ─ ♩ꜝⱩ
ꜟ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

ICU≢─IABP⁸IMPELLA⁸ECMO⌂≥─ ⌐│ ⅛╠ ╕≢ ה ≤ ⇔√⁹ 
TAVI  

 Ɫכ♅♩כⱶ─ ⅜ ⌐ ™⁸ ≢ ─ ≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹ 
 

⅜ ≤ ⇔⁸ ₁─ VAD ─ ╛
╩ ⇔≡™╢⁹ 

♩♇ꜞⱢ▬Ⱪה  
 ─ ꜟ♥כ♥◌ ⌐│ ≢ⱳꜞ◓ꜝⱨ─ ⁸ IVUS⁸ OCT⁸

ꜟ♥כ♥◌ ♦Ᵽ▬☻≤⇔≡◄◐◦ⱴ꜠כ◙כ ╛♄▬ꜘ⸗fi♪Ᵽ♇◒─ ╩ ∫≡™╢⁹◖꜡
♫ ™─ ↑ ╣─ │ ≢ ∆╢↓≤≤⇔⁸ ꜞ☻◒ ⌐ ╘≡™╢⁹ 

84

目 次





Ᵽ▬○ꜞ♁כ☻☿fi♃כ 
   

  
₄ ₅   

 ⁸◒꜡☻▪ⱳ▬fi♩ Ⱪ꜠▬fi
Ᵽfi◒הⱣ▬○ꜞ♁כ☻  
₄ ₅  
₄ ₅  
↓─ ⁸ ╕√│ ≤⇔≡ 10 ⅜ ⇔≡™╢⁹Ᵽ▬○ꜞ♁כ☻☿fi♃⁸│כ ⁸

⁸ ⱴכ♥ ⁸ ≤ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 

ה   
☿fi♃כ⌐⅔↑╢ ⌐ ╦╡⁸ ≤ ⇔⁸ ה ה ה ─ ╩

≤⇔≡ ה ה ─☻כ♁ꜞ ≤⁸ ⁸PET╩ ╗ ⁸ Ᵽ▬○ⱴכ◌כ≤─
↑╩ ⇔√⁹ │⁸ ≢ ─ ╩ ≡™╢⁹ ⇔√Ᵽ▬○ꜞ♁⁸│☻כ

Ⱪ꜠▬fiⱣfi◒╩ ∂≡ ─√╘⌐ ≡╠╣√⁹ Ⱪ꜠▬fiⱣfi◒≢│⁸ ◖ⱱה♩כ
ⱪꜝ♇♩ⱨ◊כⱶ http://cohort.umin.jp/ ─ⱱכⱶⱭכ♁ꜞ⁸╡╟☺כ☻╩ ∆╢ ⅛╠─
╩ ↑ ↑≡™╢⁹ │⁸ ⌐⅔↑╢ ╩ ≤⇔⁸ ─ ≤

⇔≡⁸ Ⱪ꜠▬fiⱣfi◒Ⱡ♇♩꞉כ◒ ─ ⁸ ⌐╟╢
⁸ ╩ ╢ⱪ꜡☿☻╩ ╗⁹ ─ ⌐ ☻כ♁ꜞ⌂ ╩ ⌐⁸

▬fi♃כⱠ♇♩◌fiⱨ□꜠fi☻╩ ℮⁹ ─Ᵽ▬○ꜞ♁כ☻ Ⱪ꜠▬fiⱣfi◒╩ ╗
│44 ≢№╡⁸2019 ⌐│Nature ╩ ╗⁸ 22 ⌐ ≢⅝√⁹ 

─Ⱪ꜠▬fiⱣfi◒│ ∞↑─ ≢№╢─⌐ ⇔⁸ ≢│ ╩ ≤∆╢√╘⁸ ⁸
─ ╙ ⌂ ≤⌂╢⁹ ⁸ ⌐≈™≡╙ ╩ ⇔⁸ ⌐ כⱣ▬○ⱴ♩כ◕꜡◘╢∆
כ◌ ≤ ☻כⱬ♃כ♦≡⇔↑ ∆╢↓≤≢⁸Ᵽ▬○Ᵽfi◒ ╩ ⇔√⁹ 

Ⱪ꜠▬fiⱣfi◒ ─√╘⁸ ≤ ⅜ ╩ ™⁸ ▫♦כ◖⅜
Ⱡכ♃כ≤⇔≡ ╩ ∫√⁹ Ⱪ꜠▬fiⱣfi◒ │2020 12 ≢ 180 ⁸

⇔⁸ Ⱪ꜠▬fiⱣfi◒⌐ ⇔√ ─ │69 ≤⌂∫√⁹ 
 Ⱪ꜠▬fiⱣfi◒ ╩ ⌐ ∆╢√╘⁸ Ⱪ꜠▬fiⱣfi◒╩ ≤∆╢ Ⱪ꜠▬fiⱣfi◒Ⱡ♇
♩꞉כ◒─ ╩ ╘≡⅔╡⁸ ⁸ ╩│∂╘≤∆╢ ⁸♫◦ꜛ♫ꜟ☿fi♃⁸כ
─ ╩ ≡™╢⁹ ─ ⁸Ⱪ꜠▬fiⱣfi◒ ⌐⁸ ─ ⌐ ╩ ∆

╢√╘⌐ ╩ Ɽfiꜗ☺ꜟכ○⁸≢≥↓℮ ─ ⌐ ≢⅝√⁹ 

ה   
 ⁸ ≤ ≢⁸ ⌐≈™≡Ⱪ꜠▬fi◌♇♥▫fi◓⁸⅔╟┘

CPC ╩Web≢ ⇔⁸ ─ ꜠ⱬꜟ─ ≤⁸ ╩◓fi♬כ꜠♩─ ∫
≡™╢⁹╕√⁸ ⅔╟┘ ╩ ↑ ╣⁸ ╩ ∫≡™╢⁹ 
 ≤⇔≡⁸◖꜡♫─ ≢⁸ ⁸ ⁸ ⁸
⁸ ⁸TOBIRA ⌐⅔™≡ ╩ ╩☻כ♁ꜞ⁸™ ™√ ╩ ⇔√⁹ ≤⇔≡

│⁸ ▪ꜟ♠Ɫ▬ⱴכ ⁸ ⌐ Ⱪ꜠▬fiⱣfi◒ ╩ ∫√⁹ 

 ∕─  
─Ⱪ꜠▬fiⱣfi◒≤⇔≡⁸ ╩ ╘╢ ⌐ ⅎ⁸ ↕╠⌐ ⇔≡™ↄ ≢№╢⁹ 
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☿fi♃כ 
   

  
₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅  
₄ ₅  

ה   
☿fi♃כ│ 23⁸24 ⁸₈ ☻ⱦכ◘  ₉┼─

╩ ⇔≡⁸ ╛ⱨ꜠▬ꜟ ╩ ⌐ ─ ╡ ╖╩ ⇔⁸ 25 ─
ⱪꜝfiₐ ─₈ ₉─ ₑ─ ⌐ ⇔√ ─ ─ ╩⁸ ☿fi♃

כ ≤ ⌂≥╩ ⇔≡ ⇔≡⅝√⁹ⱨ꜠▬ꜟ ┘
│ ☿fi♃כ⅜ ⇔√₈ ┘꜠☺☻♃fi☻ ₉≤₈ ◘►♫₉ⱪ

꜡◓ꜝⱶ⌐ ↕╣√↓≤⅜ ≢ ↕╣≡™╢⁹╕√ⱨ꜠▬ꜟ ─ ╩ ⌐⇔√ ꜟ▬꜠ⱨה
ⱪ꜡◓ꜝⱶ₈ 6281690 ₉╩ ⌐₈ ┘꜠☺☻♃fi☻ ₉╙⇔ↄ│

₈ ◘►♫₉─≥∟╠⅜ ⌂ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌂─⅛╩ ∆╢ⱪ꜡◓ꜝⱶ╙ ⇔√ 2020
⁹∕─ │ ─ ⁸ ─ ⁸ ╛ ⌐

╩ ⇔≡ ╪∞⁹╕√ │⁸ ⌐ ↕╣ ╛ ⁸
⁸╕√ ⁸ ╩ ╘≤∆╢ ╛⁸ ⅛╠─ ╩ ↑ ╣≡⅝√⁹ 

⇔⅛⇔⌂⅜╠⁸2020 │ ◖꜡♫ Covid-19 ─Ɽfi♦Ⱶ♇◒⌐╟╡PCR ─ ⅜ ≤⌂╡⁸
╕√ ☿fi♃כ⌐⅔↑╢ ─ ╙№╢↓≤⅛╠2021 ╟╡ ☿fi♃כ
╩PCR ≤⇔≡ ⇔ ∆↓≤≤⌂╡⁸ ⁸ ☿fi♃כ │46 ─ ╩ ⇔≡ ≤⌂∫√⁹ 

↕╠⌐⁸☿fi♃כ⅜ⱨ꜠▬ꜟ ☿fi♃כ╩ ∆╢ ≤⌂╡⁸2021 ╩╙∫≡2011 ╟╡10
⇔√ ☿fi♃כ│ ╩ ∆╢ ≤⌂∫√⁹2021 - ◌ ─╖46 ─ ┼─

☿fi♃כ ─ ╩ ⅎ√ ⁸ ☿fi♃כ│ ∆╢⁹ 

 ∕─  
∆╢ ≤⌂∫√ ☿fi♃⁸│≢כ ╛♩ꜜ♃ ⁸ ⌂≥

─ ╟╡ ─ ╩ ↑√⅜⁸2020 ∆╢ ≤⌂∫√↓≤╩ ↑⁸ ⁸
╩ⱨ꜡fi♩≤⇔⁸∕─ ╩ ℮⌐ ╘ ⇔√⁹ 

 ─  
25 ─ ⱪꜝfiₐ ─₈ ₉─ ₑ⌐№╢₈ ─ ─

₉╩ ╩◌►fi♃כⱤכ♩≤⇔≡ ⇔≡⅝√ ╩ ╕ⅎ │
☿fi♃כ⸗♦ꜟ─ ╛ ≢─ ⌂≥╩ ⌐ ∫≡ ↄ⁹ 
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⅜╪ ☿fi♃כ 
☿fi♃כ    

  
⅜╪ ≤⇔≡ 28 ╟╡⅜╪ ☿fi♃כ╩ ⁹ 

│  (⅜╪ ☿fi♃כ )⁸  ( ☿fi♃כ )⁸MSW ( 11
)⁸MSW 12 ⁸MSW ( 11 )⁸MSW 12
╩ ⁹╕√◘ⱳ⁸≡⇔≥כ♃כ⅜╪ ⁸⅜╪ ⁸

⁸ ⁸ ⁸ ⌐ ╩ ⅞⁸ ⇔≡ ─ ╩ ∫√⁹ 

ה   
⅜╪ ☿fi♃⁸│כ ה ─╒⅛ ╩ ⌐⁸⅜╪⌐ ∆╢ ╛ ⁸ ─

⌂≥⌐≈™≡─ ⁸⅜╪⌐ ∆╢ ╩ ℮↓≤╩ ≤⇔≡™╢⁹ 
─ │804 ⁹ │⁸ ◔▪ ⁸ ⁸ ─ ⁸ ה ⌐ ∆

╢ ⅜ ╩ ╘√⁹ 
≤⇔≡ ─ ◄ꜞ▪╛ ⌐ⱳ☻♃כ╩ ⇔⁸⅜╪ ☿fi♃כ╩ ⁹╕√⁸

─ ™ ⌐│⁸⅜╪ ☿fi♃כꜞ─כⱨ꜠♇♩╩ ⌐ ⇔≡™╢⁹╒⅛⁸⅜╪
⌐ ╦╢ ─ ◄ꜞ▪ 22 Ⱪ꜡♇◒ ⁸ ה ה ≤⁸ ⌐ₐ

ₑ ⅜╪ ☿fi♃כ/⅜╪ ☻ⱦכ◘ ─ ╩ ⅎ√⁹ ⌐ ↑≡│⁸ⱱכⱶ
Ɑכ☺─ ╛⁸ ─ ◘꜡fi⌐⅜╪ ╩כ♫כ◖ ↑╢⌂≥ ╩ ∫≡™╢⁹ 

◘꜡fi₄⅔╣╪∂─ ₅ │ │⁸ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ─√╘⁸
╛╗╩ ∏ ╩ ╦∑≡™╢⁹◖꜡♫ ⌐ ≢⅝╢ ╡ ╖╩ ⇔√ ⁸ │ ₐ ≢
╪╦ₑ⌐₈⅜╪ ☿fi♃₉╡╟∞כ╩ ⁹⅜╪ ⌐≤∫≡ ⌂ ╩ ⌐ ⇔⁸
│⁸ ה ⌐ ↑ ─ ╩ ∫√⁹ 

ה   
ה  ⁸◘ⱳכ♃כ─ ≤≤╙⌐ ⌐Ⱶכ♥▫fi◓ ╩ ⇔⁸
⅜╪ ☿fi♃כ─ ⌐≈™≡ ⁸ ─☻כ◔ ╛ ╩ ∫≡™╢⁹ 
⅜╪ ☿fi♃כ ⅜╪ ☿fi♃כ⅜╪ ☿fi♃כ │⁸

⁸ ( )╩MSW ⅜ ⇔ ╪∞⅜ ⌐≡ ≤⌂╡ ─ ╩ ╠╣⌂⅛∫√⁹╕
√ ( )( )│ ⌂ↄ ≤⌂∫√⁹ 

  
 ╙ ⌐ ⅝ ⅝₄ ≤─ ₅╩ ⇔√⁹⇔⅛⇔⁸⅜╪ ☿fi♃כ─ ⁸

⌐≈™≡│⁸↕╠⌂╢ ⅜ ≢№╢⁹ ה ≤─ ⁸⅜╪ ☿fi♃כ☻♃♇ⱨ ≢
⌂ ⅜ ⅎ╢ ─ ⅜ ≢№╢⁹ ⅛╠ ⇔√ ⅜ ⅎ╢ ╩ ∆⁹ 
₄⅔╣╪∂─ ₅⌐ ⇔≡│⁸ ◖꜡♫►▬ꜟ☻─ ╛ ╩ ╠™ ╩ ∆╢⁹ ╩ ↑╢○

fiꜝ▬fi◘כⱦ☻─ ⌐ ⇔≡│⁸ ─ ⅜ ™ ─ ╩ ╖ ⅛ ≢№╢⁹∕─√╘
⌐⅔™≡│⁸ ₐ ≢╪╦ₑ⌐₈⅜╪ ☿fi♃₉╡╟∞כ─ ∆╢↓≤≢⁸⅜╪ ─

╛ ⌐ ⇔≡™ↄ⁹ 
╙ ⁸ ╦∏ ⌂ ╩ ⇔⁸ ה ⌐ ╡ ∫√⅜╪ ☿fi♃כ─ ╩

∆╢⁹ 

MSW / /  

目 次



   
  

₄ ₅  
₄ ₅ ⁸ ⁸ ⁸  

│⁸ 473 ⁹ │⁸ 46 ⁸ 22 ≢№∫√⁹ ─
│ ≢№∫√⁹ 

ה   
─ ┼─ ╡ ╖ 

 ≢│⁸ᵑ ≢ ⌂ ╩ ∆╢ᵒ ⇔™ ⌐ ≠™√⁸ ⇔™ ╩ ∆
╢ᵓ ⌂ ╩ ∟⁸ ╠ ┬ ╩ ∆╢ᵔ ─ ╛ ╩ ≢⅝╢ ╩כ♄כꜞ ∆╢ᵕ

⌐ ∆╢⁹ ≈─ ─╙≤⁸ ⁸ ≢ ╡ ╪∞⁹ 
─√╘─ ╡ ╖ 

 ◖꜡♫ ─ ⁸ ┘ ↑ ≢│⁸ ─ ╩ ╡⌂⅜╠ ⁸
OJT╩ ⇔√⁹╕√⁸ ≤⁸ ─ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ╘√⁹ 

ה   
─ ↑ ╣ 

⁸ ─ ─ ↑ ╣ ≢№∫√⅜⁸ ◖꜡♫►▬ꜟ☻
─ ⌐╟╡ ─ ⅜ ≤⌂∫√⁹ CNS◖כ☻╛

─ ╩ ↑ ╣√⁹ 
 ─  

 ≤⇔≡ ╩ ™⁸ ╩ ╗
(B ⁸ ┘ ⌐ ╢  ⁸

 ╩ ⇔√⁹╕√⁸ ⌐ ⇔√⁹ 
ה  

⅜ ⌐ ╡ ╖⁸ ⌐≡ ⇔√⁹ ⁸ ⌐≡⁸
╩ ⇔√⁹ 

ừ
   

◖꜡♫►▬ꜟ☻ ─ ╩ ↑⌂⅜╠╙ ─ ⁸ ─ⱴ☻◒ ─ ⌂
≥⁸ ╩ ⇔⁸ ─ ⌂ↄ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝√⁹ 

 
≢─ ╩ ╛⇔⁸OJT╩ ≤⇔√ ╩ ∫√⁹ ─ ♅▼♇◒ꜞ☻♩╩ ⇔⁸ ≢─

⌐⅔™≡╙ ꜠ⱬꜟ⅜ ⅛╢╟℮⌐ ⇔√⁹ 
 

ⱬꜟз42꜠כ♄ꜝ▪ꜞꜗ◐ ⁸꜠ⱬꜟи48 ⁸꜠ⱬꜟй45 ⅜ ⇔√⁹╕√⁸ ◄
◐☻Ɽכ♩ ⅜ ⇔⁸ ↑ ╣ ╗ ─ ⅜ ⇔√⁹ 

☻Ɽꜟ◌♬ꜞ◒ה    
≤⇔≡⁸ ⁸ ─ ⁸ ─ ⌐ ╡ ╪∞⁹◒ꜞ

♬◌ꜟⱤ☻ ┘Ᵽꜞ▪fi☻ ─ ⌐ ╡ ╪∞⁹ 
80 ─30 ⌐ ⁸ ─ ╩ ⇔√⁹ ♅

▼♇◒ ╩ ⇔⁸ ∞↑≢⌂ↄ ≢ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ⌐♩כ◌ ⇔√⁹ 
◒ꜞ♬◌ꜟⱤ☻ │39.2 ⁸ │92.5 ⁸ ◒ꜞ♬◌ꜟⱤ☻ │11 ≢№∫√⁹ 

   
◖꜡♫►▬ꜟ☻─ ⌐╟╡⁸ ╛ ╩ ⌂ↄ↕╣√ ⌐ ⇔≡⁸ ≢

╟╡ ─ ™ ⅜≢⅝╢╟℮⁸ ≤ ⇔ ╩ ⅎ√⁹ 
☻ⱦכ◘    

☻ⱦכ◘ ╩ ⌐ ╡ ╪∞⁹ 
ꜞ◘▬◒ꜟ─  
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 ─  
ủ ⌐≈™≡

 69.1% 65.2%
 77.7% 75.7%

 13,153 13,913

ủ☿fi♃כ⌐⅔↑╢ ⅜ ⇔⁸⅛⅛╡≈↑ ╩⅔ ∟≢⌂™ ↕╪┼⁸⅛⅛╡≈↑ ⌐≡⁸
─ ╩ ∫√⁹ │⁸286 ≢№∫√⁹

₃☿fi♃כ─PR─√╘⁸ ┼─ ⁸ NEWS─ ⁸ ≤ ⌐≡ ☿Ⱶ♫⁸כ CPC─
⌐⅔↑╢ ─ ⌐ ╘√⁹ 

 795 767  

☿Ⱶ♫כ│  50  
│ ◖꜡♫►▬ꜟ☻─ ≢ ⅜ ™∞⅜⁸ │ ☿Ⱶ♫כ╩ ⇔⁸ ∆╢⌐

∫√⁹ 
ₒ ₓ 

10 29   
─ ╩ ⅎ╢  
  ( )     

₈ ╩ ╕ⅎ√ ─ ₉ 

13  
☿Ⱶ♫כ 

ה       
₈ ≤ ₉ 

ủ ╩ ⇔⁸ ─ ≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹
8,683 9,667

│3,575 4,143
╡ │28.5 13.1
╡ ─ │⁸ ⱬ♇♪ ⁸ ─ ≢№╢⁹

ủ 78.5 83.0
12.4 12.4

 10,552 12,470

ủ
20 41

ủ
35 50

ủ ─ ─ ⁸ ─√╘ ⇔≡ ╩ ∫≡™╢⁹

ủ ⱪ≤│⁸כꜟ◓ ⇔≡ ╩ ⇔≡™╢⁹
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ה  

   

 

MSW │ 10 ╩ ⅎ⁸ ╙ ⅝ ⅝⁸ ⌂ ה ⁸ ─ ≤ⱬ♇♪

≤─Ᵽꜝfi☻⌐ ╘√ ≢№∫√⁹ ⌐│⁸ ₁ ◌fiⱨ□꜠fi☻┼─ ⁸ ꜝ►fi♪╩

⁹ ה הꜟ◌▫♦ⱷ◖ה ☻♃♇ⱨ≤─ ⁸ ╩ ₁ ⌐ ™⁸ ⁸

─ ⁸ ⌂ⱬ♇♪ ⌐ ⱶכ♅℮╟╢⅜ ─ ⌐ ╘√⁹↕╠⌐⁸ ⅛╠─ ╩

↑⁸ ┘ ☻♃♇ⱨ⁸ ≤ ⌐ ╩ ╡⁸ ╩ ∫√⁹ 

│⁸ ◖꜡♫►▫ꜟ☻ ─ ⌐ ╘√ ≢№∫√⅜⁸∕─ ⁸ ─₈ ◖꜡♫

►▫ꜟ☻ ⌐ ╢ ₉⌐╟╡ ↕╣√₄ ₅╩ ⇔≡ ─ ╩

∫√⁹ 

╕√⁸ │ ≤ ⇔≡ ⌂◖☻♩ ⌐ ╘≡™╢⅜⁸ ╙ ⅝ ⅝₈ ₉

─ ⌐ ⇔√⁹ ≤⇔≡│ ⁸ ⌐ ─ ╩ ⇔⁸ ⌐ ה

─ ╩ ™⁸ ∂ↄ ⌐ ה ה ה ≢

◌fiⱨ□꜠fi☻╩ ∆╢↓≤⅜ ≢№╢⁹₈ ₉─ ⌐│ ה ⌐ ™Ɫכ

♪ꜟ ∞⅜⁸ ⌐ 600 / ─ ⅜ ⌂↓≤⅛╠⁸ ה ≤ ה ⇔ ⌂

◖☻♩ ⌐ ╘√⁹ ─◖☻♩ │⁸2,966 ≢№╡⁸ ╟╡ 597 ⇔√⁹ 

╕√⁸₈ ₉⌐│⁸20 ≤ ⇔ ╩ ℮↓≤╙ ≤⇔≡ →╠╣≡™

╢⅜⁸◖꜡♫ ─ ⌐╟╡ ⅜ ⌂ ≢№∫√⁹⇔⅛⇔⁸ ⌂ ♩כ⸗ꜞ╡ ≢ ─

┘ ≤─ ╩ ⇔ ⌐ ╘√⁹ 

↕╠⌐⁸ ⌐ ⅝ ⅝ ─ ⅛╠ₒ Ɽ☻ₓ╙ ⌐ ⁹ ⁸ ≤

Ɽ☻ ╩ ┘⁸ ╛⅛⌐ꜞⱢⱦꜞ┼ ╢╟℮ ╩ ╘≡™╢⁹ 

↓─ ⌐⅔↑╢ ╛⅛⌂ ┼─ ≤⇔≡₈ ₉ 300 / ⌐ ─

⅜ ≤⌂╡⁸↓∟╠╙ ⌂◖☻♩ ⌐ ╘≡™╢⁹ ◖☻♩ │ 70 ≢№╡⁸

╟╡ 29 ⇔≡™╢⁹ 

↕╠⌐⁸ MSW ⌐╟╢☿fi♃כ ─ ╩ ⇔≡ ╩ ⅎ√⁹↓╣│⁸ ⅜

25 ⇔≡™╢ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ┘ ⌐ ⇔ ╛⅛⌂ ╩

⇔ ╘╢╙─≢№╢⁹ ╙⁸ MSW ┘ ה ≢ ⇔⌂⅜╠ ─ ⌐ ╘

≡™ↄ⁹ 

≤⇔≡│⁸◖꜡♫ ⌐╟╡ ┼─ ה ⅜ ∏⁸ ╦╣≡™√ ─ ⅜

™∞⁹ 

⇔⅛⇔⁸ │≥ⱪכꜟ◓ ⅝ ♩כ⸗ꜞ⅝ ⌐╟╢ ╩ ⇔⁸ ⁸ ⁸

⌐ ∆╢ ╩ ™⁸ ─ ⅎ╢ ⌐ ╘√⁹ 

∕⇔≡⁸ │ ─ ≤⇔≡ ⌐≤∫≡╦⅛╡╛∆™ ⅜ ⅎ╢╟℮╟℮ ⌐

ה ₐ↔ ≢∆⅛ ₑ╩ ה ⇔≡™╢⁹ ┘ │ ⌐ ⇔≡™╢─≢⁸

⌐ ה ╩ ™ ─ ה ה ה ⅜ ≢⅝╢╟℮ ↑≡™╢⁹ 

MSW │⁸ ⁸ ⅛≈╠ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

⁸ ⁸ ⁸ ⁸  ⁸

⁸ ─ 11 ⁹ 
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ה  כ♫כ◖
   ☿fi♃כ   

2013 ─ ⌐ ⇔⁸ ⌐ₐ ה ⅜ₑכ♫כ◖ ↕╣√⁹ ⱱכꜟ─
─ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ≤≤╙⌐⁸ ─ ⌐
№╢ ⇔ ╩ ⁸│כ♫כ◖─↓⁹╢™≡⇔ ─ ⅛╠ ─ ☿fi♃
⌐כ ╢ ╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸☿fi♃כ ─ ⇔─ ⁸ ה ─√╘─ ה ╩
⇔≡™╢⁹↕╠⌐⁸ ─≢⅝╢ ⇔─ ╩ ⇔⁸ ◖fiⱧꜙכ♃כ ⅜№╡⁸
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и. ─ ≤ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi┼─ כ ⌂ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi╩ ⇔√ ⅔
╟┘ ⌐ ∆╢ ⇔™ ─ ╩ ℮⁹ 
й. Ᵽ▬○ⱴכ◌כ≤⇔≡─ ♃►○ꜞ◗ⱴכ─ כⱢ▬ⱴ♠ꜟ▪כ ⌐⅔↑╢♃►○ꜞ◗
ⱴכ≤NMDA ─ ⁸ ⁸Ᵽ▬○ⱴכ◌כ─ ╩ ℮⁹ 
 

ⱴכ♥  
I. ⁸ ⁸ ⌐⅔↑╢◦♫ⱪ☻ ─ ⱷ◌♬☼ⱶ─ ☻ⱪ♫◦כ ╩

STED╩ ™≡ ⇔⁸ ◦♫ⱪ☻ ╩ ▬ⱷכ☺☿fi◘כ≢ ⇔⁸ ╩
↓∆ ⱷ◌♬☼ⱶ ∆╢⁹ 

и. ╛ (ALS)⌐⅔↑╢ ─ ⱷ◌♬☼ⱶ ≤ ╩ 
™√ ─ Ί ╛ALS≢│⁸ ─ ⌐ ⌂◦♫ⱪ☻ ꜝⱵ♬fiɗ2⅜

⇔⁸ ⅜ ↓╢⁹∕↓≢⁸ ╩ ™≡ꜝⱵ♬fiɗ2≤ ╩ ∆╢ ╩ ⇔⁸
╩ ∆⁹ 

й. ⌐╟╢ ─ ≤ ─ כ ⌐╟╢ ⌐⁸ ─ 
Ⱶ♩◖fi♪ꜞ▪ ≤ ─ ꜠ⱬꜟ─ ⅜ ∆╢ ╩ ⇔√⁹↕╠⌐⁸ ◖◄
fi◙▬ⱶQ ≢ ⱴ►☻─ ≤ ꜠ⱬꜟ╩ ≢⅝╢ ╩ ⇔√⁹∕─ ─

╩ ╖⁸ ╩ ∆⁹ 
 

 
ₒ ₓ ⌐⅔↑╢  

 

ה ⱴכ♥  
2018  

( 30 ) 
2019  

( ) 
2020  

( ) 
2021  2022  

(1) 
─ ≤

∕─  

─ ─
≤ⱷ◌♬☼ⱶ─

≤™℮ ⅝⌂ ╩

⌂≥⅛╠
─ⱱꜟ⸗fi
⌐ ╓∆

⌂≥⅛╠
─ⱱꜟ⸗fi
⌐ ╓∆

⸗♦ꜟ
╛ ⸗♦

ꜟ ⌐⅔↑╢

◘ꜟ◖Ɑ♬▪הⱨ
꜠▬ꜟ≤

≤─ ╩

╛
╩ ∆╢
─ ⌐
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 ⱶכ♅
כ♄כꜞⱶכ♅  

─ⱶכ♅ ה  

╩ⱶכ♅ ∆╢ ⱪ│⁸כꜟ◓─≈ ⌐⅔™≡ ⌂ ≤⇔≡
→≡™╢◘ꜟ◖Ɑ♬▪הⱨ꜠▬ꜟ─ ╩ ⌂▪ⱪ꜡כ♅≢ ╘≡™╢⁹ 

◘ꜟ◖Ɑ♬▪⁸ ─ │ ⱨ꜠▬ꜟ⅔╟┘ ⱨ꜠▬ꜟ≤ ™ ⅜№╢↓≤⅛╠⁸
ⱷ◌♬☼ⱶ─ │ ⌂ ≢№╢⁹ 

│ⱶכ♅ ⅛╠ ⅝ ⅝ ה ─ ⌐ ╩ ╘≡⁸◘ꜟ◖Ɑ♬
▪≤ⱨ꜠▬ꜟ─ ⱷ◌♬☼ⱶ⁸ ⁸ ה ─ ╩ ℮⁹ │ ─

≤ⱨ꜠▬ꜟ─ ╩ ╠⅛⌐∆═ↄ ─ ≤ Ⱡ♇♩꞉כ◒⌐ ⇔≡ ╩
╘≡™╢⁹╕√⁸ ╩ ∆╢ ⌂◒כ♬ꜚ─ ╩ ℮⁹ │, ─

≤ ≤ ◦♫ⱪ☻⁸ ⌐ ⇔√◘ꜟ◖Ɑ♬▪ ╩ ⇔≡™╢. │
⸗♦ꜟ≤Ᵽ▬○ⱴכ◌כ╩ ⇔≡◘ꜟ◖Ɑ♬▪הⱨ꜠▬ꜟ─ ╩ ╘≡⅔╡⁸ ⅛╠

AMED(LEAP)─ ╩ ⇔√⁹ ⁸ ≤ │⁸ ∆╢
↓≤≢ ⅜ ─◘ꜟ◖Ɑ♬▪הⱨ꜠▬ꜟ ╩ √⌂ ┼ ↕∑╢↓≤╩ ≤∆╢⁹ 
 
 
ₒ ₓ ⌐⅔↑╢  

 

 

 
 
 
 
 

 ⱴכ♥
 

ה  
2018  

30
2019  2020  

 
2021  2022  

 

 

(1) ─ ה ─
≤ ─

 
 

⌐≤╙⌂℮
ⱴ►

☻ ─
╩ ╠⅛⌐

∆╢⁹ 

⌐╟╢
ⱴ►☻

─
⌐ ∆╢♃fi
Ɽ◒ ─

╩ ℮⁹ 

∆
╢ⱥ♩ ╩
™√⁸

♃fiⱤ◒
─
╩ ╘╢⁹ 

 

♃fiⱤ
◒ ─ ╩
╙≤⌐⁸

─
╩ ╘╢⁹ 

─
≤
╩

∆╢√╘─
─ ╩ ™⁸
∕─ ⌐

╡ ╗⁹ 
(2) ⱨ꜠▬ꜟ ⌐ ↑
√ Ⱡ♇♩꞉כ◒

─  

─
╩ ⅎ╢

─Ⱡ♇♩꞉
╩◒כ ∆╢

─ ╩
℮⁹ 

⅔╟┘∕─
≤─Ⱡ♇♩

꞉כ◒ ─
╩ ╘╢⁹ 

≤
─Ⱡ

♇♩꞉כ◒╩
∆╢ ─
╩ ╘╢⁹ 

-
Ⱡ♇♩꞉

◒כ
─⁸ ─

⁸ⱨ꜠▬
ꜟ ≤─

╩ ╠⅛⌐∆
╢⁹ 

─
⁸ⱨ꜠▬ꜟ
⌐ ∆╢

-
Ⱡ♇♩꞉כ

◒ ─
─ ╩

╘╢⁹ 
(3) ─ ⌐
╗↑√  
 

⌐
╟╢ ─

⌐ ≤⌂╢
╩ ╘

╢⁹ 

⌐
╟╢ ⌐
╗↑⁸ ∆╢

≤
⇔√ ╩
∆╢⁹ 

⌐
╟╢ ⌐╗
↑⁸ ╩

∆╢
─ ╩ ℮⁹ 

⌐
╟╢ ⌐╗↑
√ ─

─
╩ ℮⁹ 

⌐
╟╢ ⌐╗
↑⁸ ≤

⇔√
⌂ ─ ╩

℮⁹ 
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 ⱶכ♅
כ♄כꜞⱶכ♅

─ⱶכ♅ ה  

│ⱶכ♅ ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∫≡ ⁸╕√│ ∆╢ ─
╩ ⇔⁸ ≤ ─ ╩ ⌂℮↓≤╩ ≤⇔≡™╢⁹ ─ⱶכ♅ ≢№╢ ה

⁸∕⇔≡ ─ ≤ ⁸ ╩ ⅛⇔⁸ⱥ♩─ ה ─ ⁸ ╩ ╘╢
≤≤╙⌐⁸ ⌐ ≢⅝╢ ≤⁸ ⌂ ╩ ⌂∫≡™╢⁹ 

─₈ ₉≤₈ ⅜╪₉∕⇔≡ ─₈ ₉─ ⅜ ⌐ ╩≤╡⁸∕╣
∙╣─ ╩ ⅛⇔ ⇔⌂⅜╠ ╩ ╘≡™╢⁹↓╣╠─ ╩ ⁸ ↕∑╢√╘⌐⁸₈ Ⱪ
꜠▬fiⱣfi◒₉⁸₈ Ᵽ▬○ꜞ♁כ☻☿fi♃₉⁸₈כ ₉≤ ⇔⁸ ⌐⅔↑╢ ⁸

─ ≤⌂╢↓≤╩ ⇔≡™╢⁹↕╠⌐⁸ ╩ ≤∆╢ ≤ ─
╩ ⅎ╢ ☿fi♃כ─ ╩ ⅛⇔⁸ⱥ♩─ ─ⱷ◌♬☼ⱶ≤ ─ ≢ ∂≡ↄ╢ ↄ─

╩ ⇔⁸∕─ ⁸ ≤ ─ ⁸ ╩ ⌂∫≡™╢⁹ 
─ ⁸ ⁸ ⌐⅔™≡╙⁸₈ ₉⁸₈ ₉⁸₈ ⅜╪₉─

⅜ⱪכꜟ◓ ⇔ ™─ ™ ╩ ⅛⇔ ≤⌂∫≡⁸☿fi♃כ─ ─ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 
 
ₒ ₓ ⌐⅔↑╢  

 

⅜╪ 

ה ⱴכ♥  
2018  

30

2019  2020  

 
2021  2022  

(1) ≤
⅜╪ ⌐⅔
↑╢♥꜡ⱷ▪ 
 
 

≤ ⅜╪ ⌐⅔↑
╢♥꜡ⱷ▪ ─
 

♥꜡ⱷꜝכ♀
─  

♥꜡ⱷꜝכ♀
⌐╟╢
─  

♥꜡ⱷꜝכ♀
⌐╟╢⅜╪
─  

♥꜡ⱷꜝכ♀
─⅜╪

─ ┼─  

♥꜡ⱷꜝכ♀─
─

 

(2) ⱴכ
⁸כ◌ ⅜╪

─ⱴכ◌כ
≤⇔≡─♥꜡
ⱷ▪ 

ⱴ⁸כ◌כ ⅜╪
─ⱴכ◌כ≤⇔≡─♥

꜡ⱷ▪  
 

≢─♥
꜡ⱷ▪

─  

≢─
♥꜡ⱷ▪  

⅜╪ ≢
─♥꜡ⱷ▪
 

Ᵽ▬○Ᵽfi◒
≢─♥꜡ⱷ▪

 

≢─
♥꜡ⱷ▪
─  

(3) 
≤ ⅜╪
⌐⅔↑╢♥꜡
ⱷ▪ 
 
 

≤ ⅜╪ ⌐
⅔↑╢♥꜡ⱷ▪  

≢─♥
꜡ⱷ▪  

≢─♥
꜡ⱷ▪  

☻Ɑ◒♩ꜟ
╩ ™√⁸

≢─♥꜡
ⱷ▪  
 

≢─
♥꜡ⱷ▪  

◘ꜟ◖Ɑ♬▪⌐
⅔↑╢♥꜡ⱷ▪

 

(4) ⅜╪
─ ─
 

 

⅜╪ ─ ≤
─  

⅜╪ ─
 

⅜╪ ─
Nestin
 

⅜╪ ─

 

⅜╪ ⌐
⌂ ─  

⅜╪ ⌐
⌂ ─ in 

vitro, in vivo
─  
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 ⱶכ♅
כ♄כꜞⱶכ♅   

 

─ⱶכ♅ ה  
 ⱳ☺♩꜡fi PET ╩ ™≡ ┘ ─ ⁸ ⌐ ─ ─ ╩ ╠⅛⌐
∆╢↓≤⁸╕√⁸⅜╪─ ╩ ⌐ ∆╢√╘⁸↓╣╕≢ ⇔≡⅝√PET ╩ⱬכ☻⌐⇔≡
⇔™ ╩ ∆╢↓≤╩ ≤∆╢⁹↓╣╠─ ╩ ⇔≡ ─ ה ╛ⱨ꜠▬ꜟ
─ ⁸ ⅜╪─ ⁸╕√ ₁⌂ ╛ ─ ⌐ ╩ ⅎ╢⌂≥⁸
☿fi♃כ─ ⌐ ∆╢⁹ 
 PET ⱴ≢│⁸כ♥ ⌐ PET ─ ≤ ≤ ⁸ ⌂ ─ ≤∕╣
╠─ ⇔™ ┼─ ⁸PET♦כ♃ ─ ╩ ⌂℮⁹ 
 ≢│⁸PET╩ ™√ ⌐ ∆╢ √⌂ ≤ ─ ⌐ ╡ ╖⁸
≈ ─ ⌂ ─ first-in-human ⌐ ∆╢╒⅛⁸ ─
⌐ ∆╢ ╩ ℮⁹ ⌐⁸PET ╛ ה ⌂≥╩ ⅎ╢ ⌐≈™≡╙ ↕∑╢⁹ 
 ⁸PET ⱴ≢│⁸כ♥ ⌐ ⅜ ↕╣√PET ╩⁸☿fi♃כ ╛ ─

≤ ⇔⁸ ┼─ ⇔⌐⌂╡⁸⅛≈ ⌐ ⅜ ⌐ ↕╣╢╟℮⌂ ╩
℮⁹ 
 ≢│⁸ ─ ⅔╟┘ ꜞ☻◒ ╩ ≤∆╢ Ᵽ▬○ⱴכ◌כ╩
∆╢ ╩ ⌐ ↕∑╢⁹ ⌐▪Ⱶ꜡▬♪▬ⱷכ☺fi◓≤♃►▬ⱷכ☺fi◓─ ╩ ∆╢
≤ ⌐⁸◓ꜞ▪▬ⱷכ☺fi◓⌐╟╢ ⌐ ╡ ╗⁹╕√⁸ ≢─ ╩ ∆╢√╘
⌐⁸ ─ ┘Ᵽ▬○ꜞ♁כ☻ ╩ ℮⁹ 
 
ₒ ₓ ⌐⅔↑╢  

PET  
 

ה ⱴכ♥  
2018  

30

2019  2020  

 
2021  2022  

─

⌐ ∆╢  

P-gp▬ⱷכ☺fi

◓ ─  

MC225 MC225

 

MC225  MC225  MC225  

PET

─  

MMP  MMP◘ꜟ  MMP  MMP MMP  

HDAC6ꜞ●fi♪─

 

HDAC6ꜞ●fi♪

 

HDAC6ꜞ●fi♪

 

HDAC6ꜞ●fi♪

 

HDAC6ꜞ●fi♪

 

HDAC6ꜞ●fi♪

 

∕─

─  

♩♇◕כ♃ ♩♇◕כ♃  ♪כꜞ     

─

⌐ ∆╢  

A2AR▬ⱷכ☺fi

◓ ─Ᵽꜞ♦כ

◦ꜛfi 

PLN  PLN PLN  PLN  PLN  

⌐╟╢

◦☻♥

ⱶ─  

     

─

⌐ ∆╢  

JST     

 FMM  FMM  
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ⱪכ♩♁▬▪  
 

  
 

╝╡  
 

ⱪכ♩♁▬▪ ─ │⁸ ⌐ ⇔√ ╩ ⇔⁸ ╛ ─ ╩ ∆╢
⁸ ה ─ ≤ ─ ╩ ℮↓≤≢№╢⁹ ה

╩ ∆╢ │⁸ ─ ⌐ ⅝ↄ ∆╢╙─≢№╡⁸ │∕─ ─√╘─
╩ ℮⁹ 

 

  
─ ⌐≈™≡ 

╩ ה ⁹ 
 ⌐ ∆╢ ╩ ≤ ≢ ⇔√⁹ 
     4/6⁸6/19⁸6/22⁸6/29⁸9/7⁸11/27 
  ( )   DVD ≤꜠ⱳכ♩ 10  
⁸ ה ╩ 2 ⁹ 

6 22-26 ⁸ 12 8-10  
 

⌐≈™≡ 
ה 1  / 12  ⁹ 
ה ╩ 2 9 18 ⁸ 3 7 ⁹ 
RIה ◦☻♥ⱶ 11 5 ⁹ 
ה 11 30 ⁹ 
 

⌐≈™≡ 
ה ⌐ ╩ 6 15 ⁹ 
 

目 次









 

 
 

  
   
   
   
  ⁸ ⁸ ⁸ ⁸  
   
  ⁸  
  

≢│⁸ ─ ה ╩ ≤⇔≡⁸ ⌐⅔↑╢
─ ╩ ⇔√ ┼─ ┘∕─ ⁸ ─ ≢№╢

⁸ ─ ⌂ ≤ⱨ◊꜡כ▪♇ⱪ⁸ ≤─ ╩
∫≡™╢⁹ 

 

 ─ ⱶ⁸כ♅ ⁸ ≤─  
ה  ꜟ▬꜠ⱨה ☿fi♃כ 
ה  ≤  ⱶכ♅
ה  ≤  ⱶכ♅
ה  ≤ ◔▪  ⱶכ♅
ה  ☿fi♃כ 
 

  
⌐⅔↑╢ ─ ╩ ⇔√ ┼─ ┘∕─

ⱪ꜡☺▼◒♩  
 ₈ ꜟ▬꜠ⱨה ₉⁸ ₈ כ♄כꜞ ₉⁸ ₈

₉⌂≥─ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ⇔√⁹ 
 ╕√⁸ ─☻ⱦכ◘▬♦₈ ⌐╟╢⁸ ↑

─┼☻ⱦכ◘ ─ ⌐ ∆╢ ₉≢ ⁸ ⁸ ⌐
⅔™≡◘Ⱪ☻♃♇ⱨ ─ ☻ⱦכ◘⁸ ☻ⱦכ◘⁸ ┼─ ⅔╟┘ ☼כ♬
⌐ ∆╢ ╩ ∫√⁹ 

⁸ ─ ⌂ ≤ⱨ◊꜡כ▪♇ⱪ 
Zoom ╩ ™√ WEB ⌐╟╢ ⱨ◊꜡כ▪♇ⱪ ╛ⱱכⱶⱭכ♃♇▬♠╛☺כ

⌐╟╢ ⌂ ⁸ ─ e-ꜝכ♬fi◓ ⌐╟╢ ⁸
ה ≤─ ⌐╟╢ ╛ ≢─ ⌂≥╩ ∫√⁹ 

≤─  
 ₈ ─ ─ ≤ ⌐ ∆╢ ₉⁸ Ⱪꜞ♆☻♩
fi₈ ─√╘─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ꜞ☻◒ ꜡☺♇◒─ ₉⁸ ⱱכⱶ☼ ₈ꜝ
▬ⱨ⸗♬♃ꜞfi◓⌐╟╢ⱨ꜠▬ꜟ─ ≤ ☻ⱦכ◘ ⌐╟╢ ⌐ ∆╢

₉⁸ ꜝ▬ⱨ ☻ⱳכ♠ ₈◖꜡♫ ≢─☻ⱳכ♠◒ꜝⱩ ⌐ ∆╢ ₉⌂≥
≤─ ╛ ╩ ∫√⁹ 
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◒כⱶⱠ♇♩꞉כ♅  
╝⅛╡ 

 
 │⁸ ◦☻♥ⱶ─ ה ⁸☿◐ꜙꜞ♥▫─ ╩ ™⁸ ⌐⅔↑╢

╩ ⅎ⁸ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ 
 

 ─ ⱶ⁸כ♅ ⁸ ≤─  
☿fi♃⁸כ ◦☻♥ⱶ ≤ ◦☻♥ⱶ ╩  
☿fi♃כ ⁸ ≤ ◦☻♥ⱶ ╩  

 
  

◦☻♥ⱶ─ ▫♥ꜞꜙ◐☿ה  
  ☿fi♃כ LAN ─ ╩ ∫≡™╕∆⁹▬fi♃כⱠ♇♩⌐ 1Gbps ≢ ⇔⁸

ⱷכꜟ─ ╩ ∫≡™╕∆⁹╕√⁸ ⱨ꜡▪⌐ ▪fi♥♫╩ ⇔⁸ ─ LAN
╩ ⇔≡™╕∆⁹╕√⁸ ☿◐ꜙꜞ♥▫─ ─√╘⌐⁸ ☿◐ꜙꜞ♥▫

╩ ⇔╕⇔√⁹  
Ɽכ♁♫ꜟ◖fiⱧꜙהכ♃כ ⱪꜞfi♃כ ─ ה   

─ Windows Ɽ♁◖fi⁸MAC Ɽ♁◖fi⁸◌ꜝכ◙כ꜠כⱪꜞfi♃⁸כB0 ⱪꜞfi♃כ ─
╩ ∫≡™╕∆⁹ │⁸ ⁸ ⅛╠─ ⌐╙ ⇔≡™╕∆⁹  

▪ⱪꜞ◔כ◦ꜛfi♁ⱨ♩►▼▪─   
Ɽ♁◖fi⌐ ♁ⱨ♩►◄▪─ SPSS⁸SAS ╩ ⇔⁸ ╩☻ⱦכ◘ ∫≡™╕∆⁹╕

√⁸ ₁─ ⅜ ∆╢ SPSS⁸SAS ⌐≈™≡╙ ⁸ꜝ▬☿fi☻ ╩ ∫≡™╕∆⁹  
Ᵽ⁸כ◘ Ᵽ⁸כ◘ ⱨ□▬ꜟ◘כⱣ─  
Ᵽ│⁸כ◘ ┘ ─ ⌂ ⁸∕─ ─ ⌂ ─√╘⌐ ↕╣

≡⅔╡⁸ ╩ ∫≡™╕∆⁹ Ᵽ│⁸כ◘ ─⅔ ╠∑ ≤⇔≡⁸
⅛╠─ ⌂≥⁸ ─ ─√╘─ⱱכⱶⱭ⁸≡⇔≥☺כ ☿fi

⅔─כ♃ ╠∑ⱱכⱶⱭכ☺─ ╩ ™ ╩ ∫≡™╕∆⁹↕╠⌐⁸ ⱨ□▬ꜟ◘כ
Ᵽ╩ ⇔≡⅔╡⁸ ⌐ ™╠╣≡™╕∆⁹  

  
PsycINFO⁸AGELINE⁸ ⌂≥─ ╠⅛♩♇Ⱡכ♃fi▬⁸≡™≈⌐☻כⱬ♃כ♦ ≢

⅝╢ ≢ ╩ ™⁸ ╩ ∫≡™╕∆⁹  
∕─  

  ◖fiⱧꜙכ♃כ◦☻♥ⱶ─ ⁸Ɽ♁◖fi─ ♩ꜝⱩꜟ ⌐ ⇔≡™╕∆⁹ 
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ꜟ▬꜠ⱨה ☿fi♃כ 
 

  
  
 ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸  
 ⁸  
  

  
│⁸ ─ ⅜ ⇔ↄ⁸ ⁸ ה ─╖ ⅜ ∆╢↓≤⅜ ↕╣≡

™╢⁹↓─╟℮⌂ ╩ ╕ⅎ≡⁸ ꜟ▬꜠ⱨה ☿fi♃⁸│≢כ ─ ≡
─ ⅜⁸ ≤ ≤─≈⌂⅜╡╩ ∂≡ ╛₈ ™─ ₉⅜ ⌐ ⇔≡™ↄ╟℮⌂₈ ⌐
≈⌂⅜╢ ₉─ ╡ ╖╛⁸ ─ ╛ ⌐ ∂√⁸ⱨ꜠▬ꜟ ⌐≈⌂⅜╢₈ ⌂

⌐╟╢ ⌂ ─₈ ™─ ₉─ ₉─ ╡ ╖╩ ⇔≡™╢⁹ 
 

 ─ ⱶ⁸כ♅ ⁸ ≤─  
ה  ≤  ⱶכ♅

ה ≤  ⱶכ♅
ה  ≤ ◔▪  ⱶכ♅

ה  
ꜟ▬꜠ⱨה  ☿fi♃כ 

ה ה   
ה  ♄▬ꜘ  
ה   

 

  
 

⅔╟┘ ꜟ▬꜠ⱨה ⌐≈™≡─ ─ ╩∆╢₈ ₉⁸₈ ™─ ₉─
ה ╩ ╘╢ ≢ ≤⌂╢ ⅎ ╩ ┘⁸ ∟ →⌐≈™≡ⱡ►Ɫ►╩ ∆╢₈ з
≠ↄ╡⌐╟╢ ₉⁸₈ ™─ ₉⌐⅔↑╢ⱨ꜠▬ꜟ ─ ╩┤╕ⅎ√ ─
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